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古

林

清

一

、

〔
要
約
】
　
本
稿
の
目
的
は
中
世
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
系
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
商
業
活
動
が
衰
退
し
て
い
っ
た
原
因
の
考
察
で
あ
る
。
そ
の
考
察
の
対
象
は
ア
ラ

ブ
系
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
商
業
活
動
の
全
盛
時
代
で
あ
っ
た
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
の
通
商
活
動
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
間
題
を
ス
ル
タ
ン
た

ち
の
商
業
政
策
と
エ
ジ
プ
ト
の
市
民
層
と
の
関
連
と
い
う
観
点
よ
り
考
察
し
、
十
五
世
紀
に
実
施
さ
れ
た
商
工
業
の
独
占
政
策
と
、
こ
の
政
策
の
市
民
層

に
も
た
ら
し
た
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
一
巻
六
号
　
一
九
六
八
年
＝
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
中
世
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
商
業
活
動
を
見
て
い
く
と
、
初

期
の
中
心
地
は
イ
ラ
ク
方
面
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
十
世

紀
頃
以
後
、
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
時
代
以
後
は
エ
ジ
プ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
中
心
地
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
時
代
以
後
の
エ
ジ
プ
ト
は

西
方
の
地
中
海
貿
易
と
東
方
の
イ
ン
ド
洋
貿
易
と
の
結
節
点
と
な
り
、

こ
と
に
十
三
世
紀
よ
り
十
六
世
紀
初
め
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
に
、

そ
の
商
業
的
繁
栄
は
頂
点
に
達
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
商
業
活
動
も
一
五
一
七
年

の
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
に
よ
る
エ
ジ
プ
ト
占
領
に
よ
っ
て
終
末
を
迎

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
は
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
が
イ
ス
ラ

ム
世
界
の
商
業
活
動
を
制
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
こ

の
十
六
世
紀
以
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
東
洋
進
出
に
よ
り
、
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
み
が
東
西
貿
易
を
独
占
し
た
時
代
は
も
は
や
、
過
去
の

も
の
と
な
る
。
い
わ
ば
、
こ
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
は
ア
ラ
ブ
系
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
商
業
活
動
の
最
後
の
繁
栄
期
と
も
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
て
み
た

い
。
す
な
わ
ち
、
中
世
に
お
い
て
は
、
東
西
貿
易
の
利
益
を
独
占
し

く
、
華
麗
な
イ
ス
ラ
ム
文
明
の
一
つ
の
経
済
的
基
盤
と
も
な
っ
た
ア
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ラ
ブ
系
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
商
業
活
動
が
近
代
初
頭
に
衰
退
し
て
い
っ

た
の
は
何
故
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
間
質
に
つ
い
て
は
、
十
五
世
紀
末
よ
り
十
六
世
紀
初
頭
に
か

け
て
行
な
わ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
イ
ン
ド
洋
航
路
の
発
見
が

重
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
の
検
討
か
ら
始
め
た
い
。

た
し
か
に
，
一
五
〇
二
年
か
ら
少
な
く
と
も
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の

マ
ム
ル
ー
ク
朝
エ
ジ
プ
ト
占
領
時
ま
で
の
ヴ
ェ
ニ
ス
と
エ
ジ
プ
ト
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
香
料
貿
易
の
貿
易
量
は
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
の
エ
ジ
プ
ト
の
事
情
は
目
σ
昌
ぢ
9
1
ω
の
年
代

記
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
回
暦
九
一
二
年
（
一
五
〇

五
／
六
年
）
の
箇
所
で
、
フ
ラ
ン
ク
人
の
イ
ン
ド
洋
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
近

海
に
お
け
る
イ
ン
ド
商
人
の
船
舶
に
対
す
る
妨
害
行
為
が
多
く
な
り
、

彼
ら
の
商
赫
が
略
奪
さ
れ
た
た
め
に
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
白
い

布
、
タ
ー
バ
ン
等
の
イ
ン
ド
よ
り
の
織
物
類
の
供
給
の
減
少
が
感
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
③

ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
時
の
ス
ル
タ
ン
ρ
貯
冨
野
爪
6
菖
二
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
提
督
フ
サ
イ
ソ
を
イ
ン
ド
洋
に

派
遣
し
、
一
五
〇
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
彼
ら
と
戦
わ
せ
た
が
、
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

イ
ウ
沖
の
海
戦
に
敗
れ
た
。
さ
ら
に
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
地
方
の
ジ
ッ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

港
の
周
辺
に
防
備
の
た
め
城
壁
を
築
か
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
後
も
一
五
一
四
年
に
再
度
の
イ
ン
ド
遠
征
の
た
め
艦
隊
を
建
造
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
ス
エ
ズ
で
二
〇
隻
の
軍
船
を
建
造
し
た
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

武
装
の
た
め
の
総
費
用
は
四
〇
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
臣
費
に
達
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
直
後
か
ら
微
税
面
で
の
収
奪
が
激
化
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
前
記
の
提
督
フ
サ
イ
ン
は
ジ
ッ
ダ
港
に
お
け
る
関
税
を
従
来

の
十
分
の
一
か
ら
一
挙
に
そ
の
十
倍
と
し
、
商
品
の
価
格
と
同
額
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

関
税
率
と
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
徴
税
面
で
の
収
奪
は

地
中
海
岸
の
ダ
ミ
エ
ッ
タ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
等
の
諸
都
市
に
お

い
て
も
見
ら
れ
た
。
こ
と
に
、
後
者
に
お
い
て
は
そ
れ
が
著
し
い
。

一
五
一
五
年
に
、
ス
ル
タ
ン
・
カ
ー
ソ
ス
ー
フ
・
ア
ル
・
グ
ー
リ
ー

が
同
市
を
訪
れ
た
時
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
や
回
教
徒
の
大
商
人
は

姿
を
消
し
、
多
く
の
商
店
は
閉
店
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

そ
の
地
の
総
督
や
徴
税
役
人
の
抑
圧
の
た
め
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
従

来
の
十
分
の
一
税
（
．
＝
ω
巨
，
）
の
税
率
を
一
挙
に
十
倍
に
し
た
。
そ
の

た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
人
や
マ
グ
リ
ブ
の
商
人
た
ち
は
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
に
入
る
の
を
拒
否
し
た
。
こ
の
こ
と
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ア
の
荒
廃
を
も
た
ら
し
た
と
イ
ブ
ソ
・
イ
ヤ
ー
ス
は
嘆
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
進
出
に
よ
る
略
奪
行
為
、

こ
れ
に
対
す
る
防
備
の
た
め
の
徴
税
の
強
化
、
そ
し
て
、
こ
れ
に
伴
な
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う
商
業
へ
の
重
圧
と
い
う
経
過
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
の
准
一
出
が
マ
ム
ル
ー
ク
朝
エ
ジ
プ
ト
の
一
驚
紫
ボ
活
脚
甥
に
全
｝

く
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
十
六
世
紀
の
初
頭
に
始
め
て
生

じ
て
き
た
も
の
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
眼

に
映
じ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
姿
は
イ
筑
ー
メ
ン
で
も
エ
ジ
プ
ト
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
わ
ば
海
幕
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
対
す
る
海
賊
行
為
は
こ
の
時
期

に
始
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
時
期
に
先
行
す
る
十
四
・
五
世
紀

に
お
い
て
、
地
巾
海
岸
で
は
カ
タ
ロ
ニ
ア
人
ら
に
よ
る
い
わ
ゆ
る

8
誘
繊
諾
ω
の
活
動
が
見
ら
れ
、
こ
と
に
十
五
世
紀
中
葉
以
後
は
、
エ
ジ

プ
ト
、
シ
リ
ア
の
海
岸
諸
都
市
は
た
え
ず
攻
撃
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

　
　
⑩

て
い
た
。
ま
た
、
プ
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
荒
廃
や
重
税
等
の
現
象
も
こ

の
十
六
世
紀
に
な
っ
て
始
め
て
生
じ
た
現
象
で
は
な
い
。
十
五
世
紀

の
エ
ジ
プ
ト
を
訪
れ
た
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
人
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
が
か

つ
て
の
栄
光
を
失
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
十

五
世
紀
中
頃
の
エ
ジ
プ
ト
の
事
情
を
述
べ
た
イ
タ
リ
ア
人
目
δ
試
は
、

当
時
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
は
、
過
去
の
繁
栄
の
姿
は
な
く
、
手
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

業
も
衰
え
、
人
口
も
減
少
し
て
さ
び
れ
て
い
た
こ
と
を
転
え
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
マ
ム
ル
…
ク
朝
の
減
亡
の
直
前
に
、
イ
ス
ラ
ム
世

界
の
外
側
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
与
え
ら
れ
た
衝
撃
に
よ
っ
て
、
エ
ジ
プ

ト
の
商
業
活
動
が
突
如
と
し
て
崩
壊
し
た
と
は
考
え
難
い
。
む
し
ろ
、

マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
商
業
活
動
の
持
つ
内
部
的
矛
盾
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
際
に
注
意
す
べ
き
は
、
か
つ
て
あ
る
論
老

の
指
摘
し
た
よ
う
に
エ
ジ
ヅ
ト
の
中
産
階
級
の
持
つ
脆
弱
さ
の
問
題

　
　
　
⑫

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
来
航
以
前
の
十
五
世
紀
の
エ

。
シ
プ
ト
の
商
業
活
動
が
順
調
に
行
な
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
も
考
え

て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
十
六
世
紀
の
呼
掛
ス
ト
ロ
L

フ
に
先
行
す
る
時
代
の
十
四
・
五
世
紀
に
遡
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
商

業
活
動
の
担
い
手
で
あ
っ
た
商
人
層
の
動
向
を
考
え
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
同
時
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
商
業
活
動
を
規
定
す
る
も
う
一
つ

の
要
因
で
あ
っ
た
ス
ル
タ
ン
、
す
な
わ
ち
、
国
家
の
商
業
政
策
の
十

二
を
考
察
し
、
そ
の
よ
う
な
国
家
の
商
業
政
策
と
商
人
層
と
の
関
連

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
①
し
d
．
写
三
ω
▼
．
．
改
丁
惣
葺
急
α
ω
p
。
a
筈
①
涛
。
暮
。
8
ぎ
9
p
．
げ
題
言

　
　
～
δ
囲
×
押
H
㊤
幽
り
一
㎝
ρ
℃
や
恥
㊤
1
切
・
漕

　
②
十
五
世
紀
の
ヴ
ェ
ニ
ス
の
香
料
の
年
間
の
輪
入
蹟
は
約
二
五
万
ポ
ン
ド
で
あ

　
　
つ
た
、
一
五
〇
二
年
よ
り
一
五
〇
五
年
に
か
け
て
は
、
年
平
均
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
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で
あ
り
、
一
五
〇
五
年
以
後
、
ヴ
ェ
ニ
ス
と
エ
ジ
プ
ト
と
の
紛
争
の
た
め
、
数
年

　
間
、
両
國
の
交
渉
は
ほ
ぼ
断
絶
し
た
。
一
五
〇
八
年
以
後
一
五
一
四
年
ま
で
の
香

　
料
輸
入
ハ
黒
は
以
前
の
四
分
の
一
に
減
じ
た
。

　
嘱
・
ρ
い
p
コ
ρ
．
、
＜
o
＝
o
甑
帥
＝
ω
三
℃
讐
頃
σ
q
〔
一
ロ
ユ
コ
σ
q
酔
7
①
∩
o
舅
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巴
9
p
μ
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㊦
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〇
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篇
賦
O
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O
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＜
O
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噛
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
　
　
　
　
　
　
　
　
暫

　
℃
や
ト
っ
悼
o
Q
ー
ト
δ
O
旧
O
ρ
．
、
、
同
｝
6
竃
。
象
な
護
p
昌
①
p
＝
u
Q
℃
睡
。
Φ
8
奉
鋤
。
．
－
曽
〉
ヨ
。
工
。
節
＝

　
鵠
一
も
D
峠
。
ユ
。
鋤
園
。
く
び
♂
～
ぐ
。
ピ
×
巨
く
層
一
㊤
幽
ρ
℃
・
切
Q
Q
一
9

③
　
H
σ
餌
ツ
．
帥
。
。
噛
切
p
ユ
帥
、
一
．
　
p
∵
N
三
旨
噌
識
　
ノ
＜
p
ρ
職
凶
．
⇔
7
U
三
三
」
　
①
α
・
げ
♂
、

　
客
三
属
旨
ヨ
9
匹
竃
鎚
暮
鉱
帥
魑
く
。
ど
岡
〈
噂
一
㊤
c
ゐ
ρ
や
μ
O
ρ

④
男
』
■
ω
且
霧
罫
日
ゴ
㊦
℃
o
同
叶
戸
嚥
器
。
。
。
島
夢
①
ω
。
毎
げ
〉
「
ぎ
剛
翌
9
門
葱
、

　
6
①
ρ
や
δ
．

⑤
　
同
9
μ
H
《
帥
ρ
切
p
α
帥
莇
．
ρ
で
N
三
旨
コ
！
δ
控
H
＜
「
唱
℃
．
㊤
㎝
一
㊤
ρ
δ
り
層
口
G
Q
O
一
O
o
メ

⑥
H
三
〇
．
魑
く
。
戸
署
噂
薯
・
。
。
①
㌣
①
①
■

⑦
H
三
α
こ
く
。
洲
岡
く
’
で
■
ら
。
α
り
層
く
。
帯
く
し
霧
押
℃
．
8
．

⑧
同
ぼ
翫
こ
く
。
困
同
く
”
毛
∵
齢
。
。
－
卜
。
伊

⑨
野
■
φ
ω
⑦
二
s
鼻
。
や
鼻
・
’
署
・
ω
O
凸
ド

⑩
Ω
■
を
．
国
①
）
4
蹟
。
。
8
冒
。
＝
O
。
掌
上
2
8
含
9
〈
p
簿
㊤
¢
該
£
窪

　
諺
㈹
ρ
戸
H
押
蕊
Q
Q
U
－
o
Q
9
唱
や
鼻
刈
冊
画
o
Q
G
O
層
高
Q
Q
O
・

⑪
司
■
型
巨
押
ピ
爵
σ
q
ぞ
8
き
O
。
旨
ヨ
窪
8
ヨ
§
汁
曾
ρ
巳
コ
・
識
ヨ
。
餓
窪
ρ

　
①
匹
．
唱
p
H
σ
o
℃
℃
．
一
〇
α
ρ
や
ω
⑤

⑫
へ
ω
．
ピ
ρ
σ
♂
層
．
、
㊤
7
↓
ε
鞍
村
巴
－
穴
曽
凶
ヨ
帯
心
、
智
毛
㊤
凱
獄
8
ヨ
凹
鷲
ゆ
．
｝
－
、
雷
朝
⇔
噌

　
㊤
7
ぞ
煽
幹
帥
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ド
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＝
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．
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窃
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昏
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こ
の
国
家
と
商
人
と
の
閣
連
の
問
題
を
考
え
て
い
く
と
、
十
五
世

紀
の
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
が
、
一
つ
の
転
換
期
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
四
世
紀
お
よ
び
、
十

五
世
紀
の
一
〇
年
代
、
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
万
代
と
十
五
世
紀
の

三
学
年
代
か
ら
マ
ム
ル
ー
ク
朝
減
亡
時
ま
で
の
期
間
と
の
間
に
は
か

な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
豪
ず
．
．
そ
の
前
半
の
時
期
か

ら
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
前
述
の
ご
と
く
、
エ
ジ
プ
ト
の
商
業
活
動
は
フ
一
，
i
テ
ィ
マ
朝
時

代
よ
り
隆
盛
に
赴
く
の
で
あ
る
が
、
十
一
世
紀
．
東
よ
り
十
字
軍
時
代

に
入
る
。
こ
の
十
字
軍
の
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
の
商
業
活
動
に
対
し

て
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
　
一
時
的
に
は
破
壊
的
な
結
果
を
も
た

ら
し
た
も
の
の
、
結
局
は
西
洋
商
人
の
来
航
と
そ
れ
に
伴
な
う
通
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

関
係
の
活
発
化
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
十
二
世
紀

末
に
サ
ラ
デ
ィ
ン
が
登
場
す
る
と
、
彼
は
ア
カ
バ
方
面
に
進
出
し
て

い
た
十
字
軍
の
勢
力
を
駆
逐
し
て
、
紅
海
を
完
全
に
ム
ス
リ
ム
の
湖

と
し
た
。
そ
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
支
配
す
る
地
中

海
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
支
配
す
る
紅
海
と
の
接
点
と
な
り
、
仲
継
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た
。
こ
の
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
政
策
が
次
の
マ

ム
ル
ー
ク
朝
時
代
に
も
ほ
ぼ
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
、

　
十
三
世
紀
の
末
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
は
、
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
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ア
方
面
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
通
商
関
係
は
不
活
発
な
時
期
と
考

え
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
二
九
一
年
の
ア
ッ
コ
ン

の
陥
落
に
対
す
る
報
復
措
置
と
し
て
、
教
皇
庁
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
マ
ム
ル
ー
ク
朝
と
の
通
商
を
禁
じ
た
。
さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国

の
成
立
に
伴
な
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
ロ
シ
ア
、
ア
ジ
ア
の
大
部

分
が
エ
ジ
プ
ト
を
経
る
こ
と
な
く
直
接
に
結
び
つ
き
、
エ
ジ
プ
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

通
商
上
の
地
位
は
低
下
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
教

皇
の
禁
令
は
必
ず
し
も
厳
格
に
は
守
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
影

響
を
過
大
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
る
に
、
こ
の
禁
令
も
二
壬
ハ
九
年
に
は
名
実
共
に
撤
廃
さ
れ

⑤た
。
そ
し
て
、
十
四
世
紀
の
中
葉
以
降
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
衰
退
と

共
に
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
と
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
の
結
び
つ
き
も
ゆ
る
ん
で

き
た
。
こ
の
こ
と
は
エ
ジ
プ
ト
等
の
商
業
的
地
位
を
高
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
有
利
な
状
勢
は
シ
リ
ア
地
方
に
お

い
て
も
見
ら
れ
た
。
ま
ず
ジ
ユ
ノ
ア
に
よ
る
キ
プ
ロ
ス
島
の
フ
ァ
マ

ゴ
ス
臨
港
獲
得
に
伴
な
い
、
ヴ
ェ
ニ
ス
ら
は
こ
こ
を
避
け
て
、
シ
リ

ア
の
ベ
イ
ル
…
ト
ら
の
諸
港
に
来
航
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
国
で
あ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
王
国
が
一
、
ム
ル
ー
ク
朝
に

征
服
さ
れ
、
こ
の
地
と
中
央
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
ル
ー
ト
が
衰
え
、
シ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ア
の
通
商
上
の
地
位
は
上
昇
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
十
四
世
紀

の
後
半
以
後
、
畔
、
ム
ル
ー
ク
朝
治
下
の
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
が
ヨ
ー

ロ
ヅ
パ
諸
国
と
の
貿
易
に
お
い
て
繁
栄
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
頃
よ
り
、
イ
タ
リ
ア
貨
幣
、
と
く
に
ヴ
ェ
ニ
ス
の
ド
ゥ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ト
貨
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
流
通
が
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
と
の
交
易
が
活
発
化
し
た
こ
と
を
裏
書
き
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
通
商
活
動
は
十
字
軍
以

後
、
と
り
わ
け
、
十
四
世
紀
末
よ
り
十
五
世
紀
初
頭
に
か
け
て
良
好

な
状
態
に
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
の
い
わ
ば
エ
ジ
プ
ト
商
業
史
の
英
雄
時

代
を
担
っ
た
商
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
人
女
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
時

期
に
お
い
て
、
そ
の
活
動
が
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は

開
㌶
ロ
嘗
商
人
と
呼
ば
れ
る
商
人
団
で
あ
る
。
彼
ら
は
主
と
し
て
香

料
貿
易
に
従
事
し
、
原
則
と
し
て
、
イ
エ
ー
メ
ン
の
ア
デ
ン
で
イ
ン
ド

商
人
よ
り
香
料
を
買
い
受
け
、
こ
れ
を
紅
海
を
経
て
、
エ
ジ
プ
ト
に
も

た
ら
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
等
の
地
中
海
岸
の
諸
港
で
西
洋
諸
国

の
商
人
た
ち
と
接
触
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
活
動
が
い
つ
始
ま
る

の
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
定
か
で
な
い
。
巴
わ
船
匙
ρ
m
邑
套
μ
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
フ
ァ
ー
テ
ィ
ー
・
朝
時
代
に
つ
い
て
そ
の
存
在
を
伝
え
て
い
る
。
さ
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マムルーク朝の商業政策（古林）

ら
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
も
そ
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

在
が
見
出
さ
れ
る
と
主
張
す
る
論
者
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ゲ
ニ

ザ
文
書
に
登
場
す
る
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
な
る
も
の
は
香
料
貿
易
に
従

事
す
る
商
人
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
廻
船
業
者
と
し
て
の
性
格

が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
商
人
を
マ
ム

ル
ー
ク
朝
時
代
の
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
と
必
ず
し
も
直
線
的
に
は
結
び

つ
け
に
く
い
よ
う
に
思
う
。
も
う
一
つ
の
説
は
一
一
八
七
年
、
つ
ま

り
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
時
代
に
そ
の
存
在
が
見
出
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で

あ
衡
・
こ
の
時
代
掌
三
ア
チ
に
よ
・
て
・
紅
海
か
ら
異
教
徒
が

完
全
に
駆
逐
さ
れ
、
紅
海
が
完
全
に
ム
ス
リ
ム
の
湖
と
な
っ
た
時
代

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
点
に
ム
ス
リ
ム
の
商
人
団
と
し
て

の
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
の
出
現
を
求
め
る
の
が
も
っ
と
も
妥
当
で
あ
ろ

⑪、
つ
Q

　
十
三
徴
紀
に
お
い
て
は
、
彼
ら
の
活
動
は
あ
ま
り
、
活
発
と
は
い
え

な
い
。
し
か
し
、
十
四
世
紀
よ
り
十
五
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
が
彼

ら
の
活
動
の
黄
金
時
代
で
あ
り
、
大
商
人
が
輩
出
し
て
い
る
。
ピ
聾
玄
げ

の
算
出
に
よ
れ
ば
、
こ
の
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
以
前
の
エ
ジ
プ
ト
の
大

商
人
の
場
合
の
平
均
資
本
は
約
三
期
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
こ
の
ヵ
…
リ
ミ
ー
商
人
の
場
合
に
お
い
て
は
、
，
そ
の
額
が
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

○
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
に
達
す
る
老
も
稀
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

十
四
世
紀
の
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
の
一
人
で
あ
る
、
》
区
巴
㌦
》
巴
N
σ
・

ρ
愚
書
巴
は
一
年
間
に
四
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
商
税
を
納
め
た
こ
と

　
　
　
⑬

も
あ
っ
た
。
こ
の
富
裕
な
カ
ー
リ
ミ
ー
言
入
た
ち
は
そ
の
富
を
利
用

し
て
多
額
の
貸
し
付
け
を
行
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
三
九
四
年
に

チ
ム
ー
ル
が
シ
リ
ア
に
侵
入
し
よ
う
と
し
た
時
に
は
、
当
時
の
代
表

的
な
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
た
ち
が
ス
ル
タ
ン
し
d
ρ
お
o
ρ
に
融
資
を
行
な

っ
て
い
る
Q
す
な
わ
ち
、
ゆ
霞
げ
9
1
ゆ
ρ
「
象
昌
ρ
で
旨
ρ
冨
顛
遭
ω
罠
冨
σ

巴
血
ヨ
〉
智
ヨ
ρ
α
σ
．
起
工
鮎
｝
餌
9
讐
完
母
巴
ム
ヨ
げ
．
m
千
図
ぴ
鍵
旨
玄

の
三
人
が
一
〇
〇
万
デ
・
ル
ハ
ム
の
貸
し
付
け
を
行
な
・
て
い
㎏
・

二
二
五
一
年
に
は
イ
エ
ー
メ
ン
の
ラ
ス
ー
ル
朝
の
君
主
が
エ
ジ
プ
ト

に
抑
留
さ
れ
た
が
、
そ
の
賠
償
金
の
四
〇
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
を
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

リ
ミ
ー
商
人
か
ら
借
り
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
の
内
部
組
織
に
つ
い
て

は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
家
族
的
な
結
合
が
強
く
、
父
子
相
伝
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

り
、
ギ
ル
ド
的
な
相
互
扶
助
的
な
結
束
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
彼
ら
は
国
家
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
か
。
彼
ら
は
カ
イ
ロ
や
ダ
マ
ス
ク
ス
等
に
お
い
て
、
政
府
に
よ
っ

て
あ
る
程
度
監
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
カ
ル
カ
シ
ャ
ン
デ

ィ
ー
は
当
時
の
国
家
の
官
職
を
取
り
扱
っ
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
、
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同
歯
咽
霞
二
世
留
げ
鍵
ノ
＜
p
、
＝
（
響
、
前
歯
と
い
う
賞
職
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
事
実
を
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
職
の
任
務
は
ヵ
ー
リ
ミ

ー
商
人
が
香
料
そ
の
他
の
商
品
を
イ
エ
ー
メ
ン
よ
り
持
っ
て
く
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
監
視
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
が
フ
ス

タ
ー
ト
に
持
っ
て
い
た
貯
蔵
山
阜
ρ
　
（
商
館
）
の
監
察
も
そ
の
任
務
と

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
シ
リ
ア
の
ダ
”
、
ス
ク
ス
に
は

の
冨
＆
巴
歯
鉾
舞
と
い
う
役
人
が
お
り
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
の
取
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

活
動
を
監
察
す
る
こ
と
を
そ
の
任
務
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、

カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
は
あ
る
程
度
、
政
府
の
監
察
を
う
け
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
ナ
イ
ル
川
東
岸
の
砂

漠
地
帯
を
通
過
す
る
時
に
は
、
政
府
の
方
で
は
墨
時
エ
ジ
プ
ト
に
移

住
し
て
い
た
ベ
ド
ウ
ィ
ン
の
活
動
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
ヵ
ー
リ
ミ
；
商
人
の
保
護
に
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
政
府
に
よ
る
こ
の
商
人
た
ち
に
対
す
る
統
制
は
そ
れ
ほ
ど
強

い
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
商
人
た
ち
の
取
引
活
動
そ

の
も
の
は
直
接
の
統
制
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
し
、
商
昴
の
餌

格
の
統
制
等
は
ま
だ
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
商
業
活
動
そ
の
も
の
は

商
人
た
ち
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
代
償
と

し
て
の
商
税
を
政
府
に
納
め
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
N
鋳
簿
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

9
鼻
湧
の
二
種
が
あ
っ
た
。
両
老
の
う
ち
、
　
ム
ク
ー
ス
の
方
が
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艶

額
で
あ
り
、
政
府
の
こ
の
税
に
対
す
る
依
存
も
大
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
間
に
密
接
な
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
し
か
し
、
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
は
あ
く
ま
で
も
独
立
し
た

商
人
で
あ
る
。
政
府
が
そ
の
商
業
活
動
の
内
部
に
ま
で
立
ち
入
っ
て

統
制
し
た
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
甑
格
の
統
制
等
に
ま
で
は
立
ち

入
っ
て
い
な
い
。
単
に
そ
の
商
業
活
動
の
利
潤
の
中
か
ら
税
を
徴
収

し
た
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
十
五
世
紀
初
頭
ま
で
の

エ
ジ
プ
ト
の
商
業
活
動
に
お
い
て
は
、
自
由
貿
易
主
義
的
な
傾
向
が

強
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
民
層
の
発
展
も
比
較

的
順
調
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
二
ご
二
六
年

の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
反
乱
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
民
層
が
政

治
権
力
の
獲
得
を
求
め
よ
う
と
す
る
動
き
さ
え
見
ら
れ
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

①
切
』
7
津
『
帥
三
噛
寓
巴
翠
護
噸
円
僧
＝
ρ
二
脇
島
帯
誘
ψ
．
≧
乙
9
｝
－
身
怠
ヨ
ー

　
帯
》
忌
ご
一
二
。
。
．
℃
で
．
さ
。
痺
－
蒔
ω
■

②
Q
Q
・
り
ρ
玄
ダ
巴
－
目
病
誉
弓
巴
－
同
命
戸
冠
ぞ
》
・
P
喝
や
㊤
山
一
．

③
　
ぞ
・
¢
2
F
頃
冨
8
ぐ
。
曾
O
o
ヨ
ヨ
㊦
H
8
噂
鳶
麟
層
や
ト
⊃
ω
卑

④
　
閑
・
ピ
ε
Φ
N
「
．
．
6
冨
↓
嵩
α
o
o
囲
霞
巴
剛
①
＜
巴
国
目
H
o
速
輯
夢
。
ω
0
9
『
ド
診
μ

　
↓
ぎ
O
p
ヨ
宮
乙
σ
q
o
司
8
き
ヨ
剛
。
国
一
ω
8
び
、
－
＜
o
洲
同
押
一
㊤
認
噛
や
。
。
回
卜
。
・
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⑤
≦
，
出
㊦
《
9
麟
博
珍
O
寄
①
窪
謹
O
O
∋
∋
賃
o
ρ
戸
嵩
讐
や
窃
曵
．

⑥
H
玄
α
二
戸
図
目
層
や
畠
9

⑦
鋭
戸
Ω
①
菖
。
や
．
9
。
　
）
琴
響
く
ひ
三
鉱
毒
。
閂
・
帥
σ
q
巻
ε
、
”
”
涛
⑦
＜
器
累
苧

　
筥
肪
旨
9
戯
臼
δ
匂
。
，
①
μ
一
く
撃
け
■
押
一
◎
Q
㊤
8
や
ω
刈
日
子

⑧
帥
∵
ρ
a
留
ω
冨
コ
身
㍗
習
一
善
㊤
窄
〉
．
ω
姦
、
層
く
。
門
醤
同
藁
㊤
①
ρ
℃
．
紹
ρ

　
彼
は
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
政
府
は
紅
海
西
岸
の
ア
イ
ザ
…
ブ
港
、
サ
ワ
ー
キ
ソ
港
に

　
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
を
海
賊
よ
り
守
・
る
た
め
に
艦
隊
を
保
有
し
て
い
た
と
述
べ
て
い

　
る
。

⑨
o
。
．
u
¶
Ω
。
ぎ
旦
．
、
顕
睾
ご
α
q
暮
。
コ
窪
。
切
。
σ
q
言
質
凶
護
。
＝
ぎ
剛
く
霞
ぎ

　
蜜
。
判
。
げ
ρ
⇒
岱
、
．
層
｝
同
ω
呂
O
層
く
2
．
押
目
り
切
Q
o
層
唱
唱
巳
同
↓
窃
山
Q
Q
蒔
．

⑩
≦
藁
■
甥
。
。
号
♀
．
．
コ
お
。
Q
豆
8
、
㌘
巴
・
ぎ
窯
p
巨
鼻
痔
｝
、
葺
、
、
こ
国
。
。
類
ρ

　
く
。
ド
押
一
り
α
Q
O
魑
℃
．
Φ
ρ

ゆ
　
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
よ
リ
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
時
代
に
か
け
て
は
、
紅
海
、
イ
ン
ド
洋

　
方
面
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
商
人
の
活
動
が
活
発
で
あ
り
、
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
そ
の
活
動

　
を
毘
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
活
動
も
ほ
ぼ
こ
の
頃
に
終
っ
て
い
る
。

　
ω
．
嗣
）
．
O
O
潔
O
陣
P
：
ぴ
O
洋
㊦
吋
ω
”
5
創
U
O
O
葛
日
O
コ
岱
O
コ
¢
“
O
H
＝
α
冠
↓
一
，
僻
鳥
〇
一
コ

　
窓
o
a
o
〈
巴
↓
陣
琶
。
田
、
．
讐
一
ρ
く
。
即
卜
0
8
ち
①
ω
噛
℃
℃
．
一
Q
Q
Q
◎
ト
ゆ
O
㎝
．

⑫
ψ
い
魯
ぎ
讐
国
雀
乙
㊦
『
σ
q
o
ω
〇
一
瓢
。
葺
。
詞
σ
q
》
廿
言
易
一
日
ω
℃
鋒
旨
圃
ヰ
巳
巴
酔
震
－

　
一
り
の
窃
　
ω
．
c
◎
9

　
　
　
、

門
迎
ρ
ノ
＜
δ
＃
、
．
轡
㊦
。
D
蜜
母
。
『
妙
づ
O
ω
α
．
ゆ
讐
8
ψ
ω
o
駕
ω
冨
。
α
ω
巳
欝
謬
。
。
窯
螢
ヨ
一
㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
三
窃
．
、
’
O
巴
は
。
話
α
．
匿
冨
8
騨
。
図
領
甲
発
日
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⇒
二
〇
’
高
く
H
二
一
り
切
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℃
．
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Q
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．
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℃
．
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－
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ン
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．
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①
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カ
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カ
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よ
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あ
る
巴
－
N
艶
二
嵩
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代
に

　
は
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h
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邑
ロ
ρ
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鳥
プ
く
兵
団
巴
－
詳
7
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二
と
い
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官
庁
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管
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下
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あ
参
、
こ

　
こ
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税
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納
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い
た
。
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Φ
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貿
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唱
。
α
窪
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騨
三
九
♂
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ρ
＝
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嘗
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9
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痴
｝
Q
Q
’
ピ
p
裏
戸
寓
巴
孟
巴
ω
σ
q
o
ω
〇
三
9
詳
ρ
Q
Q
ω
．
的
ゆ
り
一
¢
◎
b
Ω
9
H
σ
膨
じ
づ
9
貫
鈎
骨
P
〈
o
賓
ρ
－

　
σ
q
o
ω
噛
α
α
．
o
叶
茸
■
慧
H
O
o
町
①
三
韓
団
。
け
ω
ヨ
西
三
＝
簿
鈍
ρ
押
一
Q
。
認
ふ
。
◎
層
℃
℃
．

　
ま
ふ
り
．

一

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
、
自
由
貿
易
主
義
的
な
商

業
政
策
と
市
民
層
の
健
全
な
発
展
と
い
う
経
過
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の

最
後
ま
で
貫
徹
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
十
五
世
紀
の
二
・
三
〇

年
代
以
後
、
こ
の
よ
う
な
商
業
政
策
は
大
き
な
変
革
を
蒙
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
に
よ
る
商
業
の
独
占
政
策
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
古
来
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
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て
は
、
エ
メ
ラ
ル
ド
、
ミ
ョ
ウ
バ
ン
、
炭
酸
ソ
ー
ダ
（
無
μ
鷺
冒
）
等

　
　
　
　
①

の
鉱
物
資
源
、
木
材
、
鉄
器
の
戦
略
物
資
に
つ
い
て
は
政
府
の
専
売

政
策
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
五
世
紀
の

独
占
制
は
従
来
の
も
の
よ
り
も
は
る
か
に
強
固
で
大
規
模
な
も
の
で

あ
る
。

　
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
新
事
態
を
生
む
に
至
っ
た
事
情
に
つ
い
て
説

明
を
加
え
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
十
五
世
紀
と
い
う
時

代
は
エ
ジ
プ
ト
史
上
他
に
例
を
見
な
い
経
済
危
機
の
時
代
で
あ
る
こ

と
に
注
国
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
財
政
的
次
元
で
破
綻

が
生
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
と
に
、
ス
ル
タ
ン
に
直
属
す
る
マ

ム
ル
ー
ク
軍
（
盛
事
9
ヨ
巴
涛
巴
山
嚢
虫
μ
一
》
、
饗
）
の
保
持
に
苦
慮
し
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
十
五
世
紀
に
お
い
て
は
、
彼
ら

は
ス
ル
タ
ン
権
力
の
最
大
の
支
柱
で
あ
っ
た
が
、
毎
月
、
ス
ル
タ
ン
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

り
俸
給
（
〕
9
1
二
巴
ぬ
蔓
k
即
）
そ
の
他
を
受
け
た
。
こ
の
俸
給
の
額
が
十
五

世
紀
に
は
激
増
し
て
お
り
、
一
四
一
〇
年
代
か
ら
一
四
六
〇
年
代
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
の
間
に
、
約
四
倍
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
軍
費
の
増
大
は
、

恐
ら
く
、
物
価
騰
貴
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
兵
員
数
は
約
五
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

○
人
で
、
十
五
世
紀
を
通
じ
て
あ
ま
り
変
化
は
な
い
、
。
そ
れ
に
対
し

て
、
十
四
世
紀
末
ま
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
物
価
は
概
し
て
安
定
し
て

い
た
が
、
十
五
世
紀
の
前
半
期
に
、
か
な
り
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
コ
ー
ン

が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
農
業
生
産
物
価
格
も
騰
貴
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
、
と
り
わ
け
、
手
工
業
生
産
物
の
価
格
の
上
昇
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
軍
費
の
増
大
に
比
し
、
こ
の
支
払
い
を
担
当
し
た
宮

庁
で
あ
る
象
芝
2
1
昌
巴
自
焦
欝
山
の
長
官
で
あ
る
g
ω
邸
O
母
（
宮
宰
）

た
ち
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
、
例
え
ば
、
一
四
二
一
年
よ
り
一
四
三
四

年
の
間
に
一
四
人
の
ウ
ス
タ
ー
ダ
ー
ル
が
交
代
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、

八
人
は
こ
れ
ら
の
支
払
い
を
十
分
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
た
め
に
責
任
を
問
わ
れ
て
解
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
置
忘
帥
訂
ロ
は
か
つ
て
、
こ
の
官
庁
の
収
入
は
年
間
に
四
〇
万
デ

ィ
ー
ナ
ー
ル
の
現
金
収
入
と
小
麦
、
そ
ら
豆
、
大
麦
の
現
物
収
入
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

○
万
ア
ル
デ
ブ
に
達
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

収
入
も
減
少
の
傾
向
を
示
し
、
一
四
二
九
年
一
月
に
こ
の
官
庁
の
会

計
調
査
が
行
な
わ
れ
た
時
に
は
、
六
万
デ
ィ
ー
ナ
…
ル
の
赤
字
を
出

　
　
　
　
　
　
⑧

す
に
至
っ
て
い
る
。
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
財
政
不
安
は
、
結
局

は
、
正
確
な
デ
ー
タ
は
な
い
が
、
農
業
収
入
の
減
収
よ
り
来
る
の
で

　
　
⑨

あ
ろ
う
。
　
こ
の
際
、
と
く
に
考
え
る
べ
き
は
、
十
五
世
紀
の
エ
ジ

プ
ト
を
約
一
四
年
に
一
回
の
割
合
で
襲
っ
た
疫
病
に
よ
る
人
口
の
激

突
、
さ
ら
に
は
、
イ
ク
タ
ー
制
の
進
展
に
よ
る
中
央
政
府
の
財
政
収
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⑩

入
の
減
少
の
聞
題
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
軍
事
費
が
増
大
し
て
い
く
の
に
対
し
て
、
他

方
で
は
農
業
収
入
が
そ
れ
を
十
分
に
ま
か
な
い
え
な
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
は
残
さ
れ
た
分
野
と
し
て
は
商
工
業
の

分
野
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
商
工
業
の
独
占
制
と
い
う
点

で
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
ス
ル
タ
ン
切
ρ
誘
一
）
箇
団
（
一
四
二
二
年
一
三
八
年
）

の
時
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
代
の
考
察
に
力
点
を
置
き

た
い
。
そ
し
て
、
一
応
、
間
脳
を
国
内
商
業
に
関
す
る
も
の
と
対
外

貿
易
に
関
す
る
も
の
と
の
二
つ
に
分
け
、
ま
ず
、
前
者
よ
り
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
最
初
に
、
こ
の
ス
ル
タ
ン
が
行
な
っ
た
の
は
砂
糖
の
独
占
政
策
で

あ
っ
た
。
一
四
二
三
年
に
、
ス
ル
タ
ン
は
勅
令
を
出
し
て
個
人
経
営

の
精
糖
所
の
閉
鎖
を
命
じ
、
そ
し
て
、
　
ス
ル
タ
ン
の
精
糖
所
の
み

の
営
業
を
認
め
、
砂
糖
を
扱
う
商
人
と
砂
糖
菓
子
製
造
業
者
は
ス
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

タ
ン
の
倉
庫
か
ら
の
み
買
い
、
売
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
し
か

し
、
こ
の
勅
令
は
翌
年
に
は
撤
回
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
四
二
七
年
に

は
、
も
っ
と
撤
写
し
た
形
で
再
開
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
も
の
は
従
来

の
よ
う
な
砂
糖
の
販
売
、
精
糖
面
で
の
規
制
か
ら
さ
ら
に
す
す
ん
で
、

そ
の
生
産
面
を
も
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
、

ス
ル
タ
ン
の
直
轄
領
以
外
で
の
砂
糖
き
び
の
栽
培
を
禁
止
し
、
シ
ロ

ッ
プ
、
菓
子
、
砂
糖
は
ス
ル
タ
ン
領
で
の
砂
糖
き
び
か
ら
の
み
作
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
独
占
政
策
も
数
回
の
改
廃
を
経
た
後
に
一
四
三
三
年
に
最
終
的
に

　
　
　
　
⑬

廃
止
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
穀
物
取
引
の
独
占
を
も
試
み
て
い
る
。

一
四
二
九
年
に
、
ス
ル
タ
ン
は
売
る
べ
き
穀
物
は
す
べ
て
ス
ル
タ
ン

の
穀
物
庫
に
持
っ
て
く
る
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
の
買
い
占
め
に
よ
り
、

翌
年
は
凶
作
で
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
を
放
出
し
て
三
方
デ
ィ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　
⑭

ー
ル
の
利
益
を
得
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
そ
ら
豆
、
肉
、
織
物
、
蜂
蜜
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

米
、
バ
タ
ー
、
薪
等
に
つ
い
て
も
独
占
政
策
を
試
み
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
政
策
は
、
当
時
の
雷
葉
で
は
滋
藤
あ

る
い
は
風
彦
曙
9
と
呼
ば
れ
る
が
、
恣
意
的
な
価
格
で
、
す
な
わ
ち
、

市
場
価
格
よ
り
は
不
当
に
高
い
価
格
で
商
品
を
商
人
な
い
し
、
一
般

の
住
民
に
売
り
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
強
制
販
売
の
政
策
は
マ

ム
ル
ー
ク
朝
の
初
期
か
ら
行
な
わ
れ
て
お
り
、
も
っ
と
も
早
い
の
は

一
二
八
九
年
に
ダ
マ
ス
ク
ス
で
一
人
の
ア
ミ
！
ル
に
よ
っ
て
、
木
材
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

砂
糖
そ
の
他
の
強
制
販
売
が
企
図
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
政
策

は
十
四
世
紀
に
も
行
な
わ
れ
た
が
、
大
女
的
な
形
で
実
施
さ
れ
た
の

は
、
や
は
り
、
十
五
世
紀
に
お
い
て
で
あ
り
、
と
く
に
、
ス
ル
タ
ン
・
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バ
ル
ス
バ
．
ー
イ
の
治
世
に
お
い
て
で
あ
る
。
今
ま
で
に
述
べ
た
砂
糖
、

穀
物
等
に
対
す
る
政
策
は
そ
の
一
環
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
強
欄
販

売
の
政
策
が
、
こ
の
ス
ル
タ
ン
以
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で
実
施
さ
れ

て
い
っ
た
か
を
見
て
い
く
と
、
若
干
の
例
外
を
の
ぞ
き
、
ス
ル
タ
ン

に
よ
る
実
施
は
稀
で
あ
る
。
十
五
世
紀
の
後
半
期
と
も
な
る
と
そ
の

実
施
者
は
殆
ん
ど
が
ア
ミ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、

強
制
販
売
の
性
格
も
変
化
し
て
き
た
。
そ
れ
ま
で
は
そ
の
対
象
と
な

っ
た
の
は
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
十
五
世
紀
の
後
半
以
後
は
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
住
民
す
べ
て
が
そ
の
強
制
販
売
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

ス
ル
タ
ン
・
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
国
内
商
業
に
対
す
る
統
…
棚
の
試
み
は

必
ず
し
も
、
後
の
ス
ル
タ
ン
た
ち
に
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
ア
ミ
ー
ル
の

持
っ
て
い
た
経
済
力
の
問
題
で
あ
る
。
都
市
の
穀
物
市
場
へ
の
穀
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
供
給
は
彼
ら
の
制
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
砂
糖
工
業

の
場
合
も
、
彼
ら
は
砂
糖
工
場
を
自
ら
経
営
す
る
か
、
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
ス
ル
タ
ン
・
バ
ル
ス
バ
ー
イ
は
ア
ミ
ー
ル
に
代
っ
て
、

ス
ル
タ
ン
自
身
が
砂
糖
工
業
、
穀
物
取
引
等
の
利
益
を
得
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
世
紀
の
後
半
に
ア
ミ
ー
ル
権
力

が
強
化
さ
れ
る
と
共
に
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
政
策
が
後
の
ス
ル
タ
ン

た
ち
に
あ
ま
り
継
承
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
失
敗
に
終
っ
た
の
も
当
然

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

①
9
乍
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巴
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霧
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晋
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層
く
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嵩
ど
署
誌
♂
ふ
8

②
u
．
〉
罵
巴
。
ρ
．
．
羅
δ
ω
》
糞
。
ヨ
。
h
剛
竃
ヨ
。
コ
梓
ヨ
自
ρ
巳
鼻
レ
自
ぎ
蔓

　
o
Q
o
9
簿
団
、
、
層
｝
円
。
り
国
○
層
＜
9
■
同
’
一
㊤
㎝
刈
一
0
1
0
Q
”
唱
勺
■
幽
o
Q
I
心
P

③
ス
ル
タ
ン
鋸
召
．
曙
騰
偶
。
Q
ぎ
幹
げ
（
一
四
＝
　
年
－
一
二
年
）
の
治
世
に
は
一

　
ヵ
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出
｛
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万
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千
デ
ィ
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ナ
ー
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あ
っ
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が
、
　
一
四
二
一
年
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は
二
万
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千
デ
ィ
；
ナ
ー
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四
二
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ゴ
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万
デ
ィ
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ナ
ー
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四
六
五
年
に

　
は
四
万
デ
ィ
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ナ
ー
ル
に
、
一
四
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万
六
千
デ
図
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ナ
ー
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っ
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。
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マムルーク朝の商業政策（古林）

⑨
十
五
世
紀
に
関
す
る
地
租
の
見
込
み
額
（
鴻
げ
5
）
の
総
計
は
不
明
で
あ
る
が
、

　
恐
ら
く
減
少
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
十
三
世
紀
、
十
四
世
紀
、
十
六
世
紀
に
関
す

　
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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⑭
　
層
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昌
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瓢
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舅
帥
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鼻
高
⇒
鉱
噸
帥
目
障
－
～
〈
留
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冨
け
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H
4
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巴
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〉
茎
長
貝
層
ぐ
。
鰹
H
＜
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δ
O
O
｝
＝
層
℃
で
■
自
－
膳
伊

三

　
で
は
、
こ
の
国
内
商
業
の
分
野
に
対
し
て
、
対
外
貿
易
の
分
野
に

対
す
る
独
占
政
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
分
野
に
は
、
元
来
、
ア
ミ
ー
ル
の
力
は
あ
ま
り
、
及
ん
で
い
な

か
っ
た
し
、
前
述
の
ご
と
く
、
十
五
世
紀
の
初
頭
に
お
い
て
は
、
エ

ジ
プ
ト
の
対
外
貿
易
は
そ
の
繁
栄
の
絶
頂
期
に
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、

ス
ル
タ
ン
・
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
独
占
政
策
の
絶
好
の
対
象
と
な
っ
た

の
で
あ
・
る
。

　
ま
ず
、
彼
は
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
地
方
へ
の
進
出
を
行
な
っ
た
。
こ
の
メ

ヅ
カ
、
メ
デ
ィ
ナ
の
両
嬰
都
を
含
む
地
方
は
名
目
的
に
は
、
カ
イ
ロ

の
ス
ル
タ
ン
に
従
属
し
な
が
ら
、
事
実
上
は
メ
ッ
カ
の
ω
げ
霞
目
の

支
配
下
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
方
は
十
五
世
紀
の
初
頭
に
紅

海
周
辺
の
通
商
ル
ー
ト
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
経
済

的
重
要
性
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
、
．
」
れ
ま
で
、
イ
ン
ド

洋
貿
易
の
最
大
の
仲
継
基
地
は
イ
エ
ー
メ
ン
の
ア
デ
ン
で
あ
っ
た
。

こ
の
港
で
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
た
ち
は
イ
ン
ド
商
人
よ
り
商
品
を
買
い

受
け
、
紅
海
西
岸
の
、
〉
帥
α
冨
ダ
ρ
彦
ρ
貯
ら
の
臨
港
に
入
港
し
た
。

こ
れ
ら
の
諸
港
よ
り
砂
漠
地
帯
を
横
断
し
て
、
　
ρ
9
の
町
に
出
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
こ
よ
り
ナ
イ
ル
川
を
下
っ
て
、
カ
イ
ロ
の
町
へ
出
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
以
前
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
末
期
よ
リ
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
時
代

に
か
け
て
イ
ン
ド
洋
貿
易
に
活
躍
し
た
い
わ
ゆ
る
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

評
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
商
人
も
こ
の
ル
ー
ト
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
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し
か
る
に
、
十
五
世
紀
初
頭
に
、
ア
デ
ン
の
ラ
ス
ー
ル
朝
の
当
時

の
君
主
が
イ
ン
ド
船
に
対
す
る
圧
迫
を
強
め
、
課
税
率
を
五
〇
％
に

ま
で
高
め
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
ア
デ
ン
の
住
民
に
よ
る
キ
ャ
ラ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ン
ま
で
編
成
し
て
、
仲
継
貿
易
ま
で
行
な
お
う
と
し
た
。
こ
の
た
め

に
、
イ
ン
ド
船
が
ア
デ
ン
を
避
け
て
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
の
ジ
ッ
ダ
港
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
イ
ン
ド
船
は
ジ

ッ
ダ
に
直
行
し
、
こ
こ
か
ら
、
そ
の
商
品
は
メ
ッ
カ
を
経
て
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
で
カ
イ
ロ
へ
向
う
か
、
海
上
を
シ
ナ
イ
半
島
の
’
6
冒
港
ま

で
行
き
、
こ
こ
よ
り
カ
イ
ロ
へ
向
う
か
の
二
通
り
の
ル
ー
ト
に
よ
っ

　
　
　
　
　
⑤

て
輸
送
さ
れ
た
。

　
こ
の
ジ
ッ
ダ
港
の
支
配
を
ス
ル
タ
ン
・
バ
ル
ス
バ
ー
イ
は
め
ざ
し

た
の
で
あ
る
。
彼
は
一
四
工
三
年
と
二
五
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
ヒ

ジ
ャ
ー
ズ
地
方
に
遠
征
軍
を
派
遣
し
、
シ
ャ
リ
ー
フ
の
綴
翠
玉
⇔
を
屈

　
　
　
⑥

伏
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
ジ
ッ
ダ
港
に
来
航
す
る
イ
ン
ド
船
か
ら
の
関

税
の
徴
収
権
を
掌
中
に
収
め
た
。
こ
の
こ
と
は
一
四
二
五
年
に
ジ
ッ

ダ
へ
徴
税
官
と
し
て
ω
ρ
．
α
ρ
ワ
臼
⇒
H
葺
9
1
芸
診
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

か
ら
も
わ
か
る
。
そ
の
後
も
引
き
つ
づ
き
、
徴
税
官
が
派
遣
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
　
一
四
二
六
年
に
は
シ
ャ
リ
ー
フ
の
ゆ
錠
ρ
犀
簿
に
ジ
ッ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
お
け
る
イ
ン
ド
船
へ
の
課
税
権
を
放
棄
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
に
、

年
間
幾
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
関
税
収
入
を
得
て
い
る
。
翌
年
に
は
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
を
得
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
は
紅
海
沿
岸
に
お
け
る
最
大

の
貿
易
港
で
あ
っ
た
ジ
ッ
ダ
港
を
掌
中
に
収
め
る
と
、
そ
の
地
位
を

確
固
た
る
も
の
ど
す
る
た
め
に
種
々
の
政
策
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

旧
ル
ー
ト
の
諸
港
に
対
し
て
圧
迫
を
加
え
た
。
紅
海
西
岸
の
ア
イ
ザ

　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ー
ブ
港
を
破
壊
し
、
サ
ワ
ー
キ
ン
港
に
も
圧
迫
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、

ア
デ
ン
よ
り
来
る
商
品
に
不
当
に
高
い
関
税
を
課
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
、

シ
リ
ア
の
住
民
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
な
ら
ば
税
率
を
二
倍
に
し

て
こ
〇
％
の
税
を
課
し
、
ア
デ
ン
の
商
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

場
合
に
は
商
品
を
没
収
し
た
。
つ
ま
り
、
ス
ル
タ
ン
・
バ
ル
ス
バ
ー

イ
は
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
地
方
の
ジ
ッ
ダ
港
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

イ
ン
ド
よ
り
の
商
品
が
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
入
っ
て
く
る
入
口
を
制
す

る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
商
品
の
供
給
路
は
彼
の
支
配
下
に
置
か
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
イ
ロ
の
ス
ル
タ
ン
に
よ
る
ジ
ッ
ダ

港
の
支
配
は
彼
以
後
も
継
承
さ
れ
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
滅
亡
時
ま
で
維

持
さ
れ
た
。

　
こ
の
基
礎
の
上
に
、
一
四
二
六
年
に
ス
ル
タ
ン
は
巡
礼
、
シ
リ
ア

商
人
に
対
し
て
、
メ
ッ
カ
か
ら
シ
リ
ア
へ
直
行
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
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必
ず
カ
イ
ロ
を
通
過
せ
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
カ
イ
ロ
で
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

税
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
シ
リ
ア
商
人
を

抑
圧
し
て
、
香
料
貿
易
に
お
け
る
エ
ジ
プ
ト
の
優
位
を
確
立
し
よ
う

と
レ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遂
に
、
一
四
二
九
年
に
は
胡
椒
の
取
引

を
ス
ル
タ
ン
の
独
占
と
し
た
。
つ
ま
り
、
ジ
ッ
ダ
よ
り
来
る
胡
椒
は

ス
ル
タ
ン
か
ら
の
み
、
ヨ
ー
μ
ッ
パ
人
に
売
ら
れ
る
こ
と
と
し
た
の

　
　
⑬

で
あ
る
。
こ
の
際
に
は
ジ
ヅ
ダ
に
資
金
を
送
っ
て
、
こ
こ
で
胡
椒
を

買
い
占
め
さ
せ
て
い
る
。
ス
ル
タ
ン
の
取
引
が
終
る
ま
で
は
、
他
の
商

人
た
ち
は
取
引
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
ス
ル
タ
ン
の
領
土

の
す
べ
て
の
商
人
は
カ
イ
ロ
を
通
過
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
ヨ
ー
μ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

パ
人
と
の
貿
易
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
一
返
に
限
る
こ
と
を
命
じ
た
。

　
こ
の
香
料
貿
易
の
独
占
制
の
実
施
に
よ
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

港
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
人
た
ち
と
の
取
引
の
面
で
は
大
き
な

変
革
が
行
な
わ
れ
た
。
従
来
、
こ
の
港
で
は
自
由
競
争
が
行
な
わ
れ

て
お
り
、
前
述
の
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
を
中
心
と
す
る
よ
う
な
エ
ジ
プ

ト
の
商
人
た
ち
と
政
府
の
出
先
機
関
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
人
た
ち
と
競

争
し
て
取
引
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
ス
ル
タ
ン

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
人
に
対
す
る
香
料
の
唯
一
の
供
給
者
と
な
り
、

こ
の
際
た
、
香
料
の
価
烙
の
決
定
権
を
掌
中
に
留
め
た
。
こ
の
蒔
に
、

彼
は
胡
椒
H
注
ヨ
一
の
価
格
を
カ
イ
ロ
で
一
二
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
二
一
一
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
に
定
め
た
。
こ
の
時

の
市
場
価
格
は
カ
イ
ロ
で
五
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ア
で
八
○
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
の
原
産
地

で
の
価
格
は
約
ニ
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
、
メ
ッ
カ
で
は
一
〇
デ
ィ
ー
ナ
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ル
程
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
か
な
り
の
収
奪
で
あ
る
。

　
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
人
に
対
す
る
独
占
制

の
実
施
は
彼
等
の
反
擾
を
か
う
こ
と
と
な
り
、
ヴ
ェ
ニ
ス
、
ジ
ェ
ノ

ア
ら
の
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
、
ア
ラ
ゴ
ン
ら
の
西
洋
諸
国
と
の
間
に
紛

争
が
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
国
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
独
占
制
の
実
施
に
反
対
し
、
そ
の
撤
廃
を
求
め
た
。
例
え
ば
、

ヴ
ェ
ニ
ス
は
こ
の
措
置
に
抗
議
し
、
ス
ル
タ
ン
の
定
め
た
価
格
で
の

取
引
を
拒
否
し
た
。
一
四
三
一
年
に
は
、
ス
ル
タ
ン
は
屈
伏
し
て
、

ヴ
ェ
ニ
ス
に
対
す
る
苛
敏
謙
求
を
や
め
、
古
来
の
特
権
を
再
確
認
し

⑰た
。
し
か
し
、
ス
ル
タ
ン
は
自
己
の
政
策
を
完
全
に
改
め
た
の
で
は

な
い
。
一
四
三
二
年
か
ら
三
六
年
ま
で
こ
の
政
策
は
繰
り
返
し
て
行

　
　
　
⑱

な
わ
れ
た
。
ジ
ェ
ノ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
と
の
間
に
も
、
一
四
二
九
年
に

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ジ
ェ
ノ
ア
人
逃
亡
事
件
が
起
り
、
三
五
年
と

翌
年
に
は
、
ヴ
ェ
ニ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
胡
轍
の
恣
意
的
価
格
で
の
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買
付
け
を
強
制
さ
れ
、
そ
の
紛
争
の
結
束
、
ス
ル
タ
ン
領
よ
り
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
処
置
を
受
け
て
い
る
。

　
次
に
海
賊
活
動
で
知
ら
れ
る
カ
タ
ロ
ニ
ア
人
の
本
国
で
も
あ
っ
た

ア
ラ
ゴ
ン
と
エ
ジ
プ
ト
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
両
者

は
一
四
三
〇
年
に
通
商
条
約
を
結
び
、
ス
ル
タ
ン
は
恣
意
的
な
課
税

や
強
制
的
な
販
売
を
し
な
い
こ
と
を
約
し
た
。
し
か
し
、
二
年
後
に

は
ア
ラ
ゴ
ン
の
商
人
た
ち
が
多
量
に
エ
ジ
プ
ト
に
も
た
ら
し
て
い
た

銅
と
サ
ン
ゴ
の
買
付
け
価
格
を
恣
意
的
に
ス
ル
タ
ン
が
定
め
た
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
、
両
国
の
間
に
紛
争
が
生
じ
て
い
る
。
カ
タ
ロ
ニ
ア
の
商
人
た
ち

は
ス
ル
タ
ン
の
倉
庫
よ
り
商
品
を
買
う
こ
と
を
拒
否
し
た
が
、
ス
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

タ
ソ
か
ら
満
足
な
解
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

一
時
停
止
し
て
い
た
カ
タ
ロ
ニ
ア
人
の
海
賊
活
動
は
再
び
活
発
化
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
の
海
岸
都
市
に
対
す
る
略
奪
は
激
化
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ス
ル
タ
ン
の
独
占
制
の
実
施
に
対
し
て
西
洋
諸
国

は
取
引
拒
否
や
海
賊
活
動
を
も
っ
て
対
応
し
た
た
め
に
、
必
ず
し
も

ス
ル
タ
ン
の
意
志
は
貫
徹
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
国
内
商
業
に
対
す
る
独
占
政
策
が
一
時
的
な
も
の
に
終
っ
た
の

に
対
し
て
、
対
外
貿
易
に
対
す
る
そ
れ
は
か
な
り
永
続
的
な
結
果
を

も
た
ら
し
た
。
つ
ま
り
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
以
後
の
ス
ル
タ
ン
た
ち
も

ほ
ぼ
こ
の
政
策
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
四
七
三

年
に
ス
ル
タ
ン
ρ
餌
、
詳
σ
帥
団
　
（
一
四
六
八
年
－
九
五
年
）
　
は
ヴ
ェ
ニ
ス

の
ド
！
ジ
ェ
に
あ
て
た
返
書
の
中
で
、
胡
椒
貿
易
の
唯
一
の
実
施
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
し
て
の
自
己
を
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
ル
タ
ン
に
よ
る
香

料
貿
易
の
実
施
は
次
の
よ
う
な
例
か
ら
も
わ
か
る
。
ス
ル
タ
ン
冒
緯
、

（一

l
五
三
年
死
）
は
胡
徽
の
価
格
を
一
ヒ
ム
ル
に
つ
き
一
〇
〇
ド
ゥ

　
　
　
　
⑳

カ
ト
と
し
た
。
　
ス
ル
タ
ン
旨
偏
、
ρ
団
園
ρ
α
跨
ゲ
B
即
山
　
（
一
四
五
｝
二
年
i

六
〇
年
）
は
そ
の
父
イ
ー
ナ
ー
ル
の
定
め
た
価
格
を
ヴ
ェ
ニ
ス
の
要

求
に
よ
り
八
五
ド
ゥ
カ
ト
に
し
た
。
ス
ル
タ
ン
・
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ

は
一
四
八
○
年
に
は
胡
椒
の
価
格
と
し
て
＝
○
ド
ゥ
カ
ト
を
要
求

し
た
。
十
六
世
紀
に
入
る
と
、
ス
ル
タ
ン
・
カ
ー
ソ
ス
ー
フ
・
ア
ル

・
グ
ー
リ
ー
は
　
五
〇
二
年
に
香
料
貿
易
を
エ
ジ
プ
ト
に
集
中
さ
せ

よ
う
と
し
て
、
シ
リ
ア
の
諸
港
を
圧
迫
し
た
。
翌
年
に
は
胡
椒
の
価

格
を
一
〇
五
ド
ゥ
カ
ト
と
し
た
。
　
｝
五
〇
四
年
よ
り
翌
年
に
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
一
九
ニ
ド
ゥ
カ
ト
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
滅
亡
蒔
ま
で
、
香
料
貿
易
の
ス
ル
タ

ン
に
よ
る
独
占
と
そ
れ
に
伴
な
う
恣
意
的
価
格
に
よ
る
販
売
と
い
う

バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
創
始
し
た
商
業
政
策
は
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
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で
は
、
こ
の
政
策
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
エ
ジ
プ
ト
の
商
業
活
動

に
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
対
西
欧
通
商
関
係
で
は
、
バ
ル
ス

バ
ー
イ
時
代
に
両
三
の
間
に
紛
争
の
生
じ
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た

と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
酉
洋
諸
国
の
エ
ジ
プ
ト
の
独
占
制
度

に
対
す
る
反
掻
は
そ
れ
以
後
の
時
代
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

一
五
一
二
年
に
エ
ジ
プ
ト
を
訪
れ
た
ヴ
エ
構
＝
ハ
の
使
節
U
o
日
。
巳
o
o

目
お
く
一
墨
巳
は
ヴ
ェ
ニ
ス
の
船
が
当
時
エ
ジ
プ
ト
に
来
航
す
る
の
が

少
な
く
な
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
商
業
の
自
由
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
、
独
占
制
に
抗
議
し
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
の
イ
ン
ド
洋
航
路
発
見
置
後
の
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
ひ
と
し
く

危
機
的
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
エ
ジ
プ
ト
と
ヴ
ェ
ニ
ス
と
の
同
盟
が

要
請
さ
れ
、
共
通
の
敵
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
に
対

抗
す
る
必
要
が
感
ぜ
ち
れ
て
い
た
こ
の
時
に
、
両
老
の
提
携
に
対
し

て
阻
止
的
に
作
用
し
た
の
は
こ
の
独
占
欄
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
エ
ジ
・

プ
ト
の
独
占
綱
の
維
持
は
対
西
欧
通
商
関
係
の
発
展
に
対
し
て
も
好

ま
し
か
ら
ざ
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
十
五
世

紀
末
か
ら
十
六
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

港
、
と
り
わ
け
、
ブ
ル
サ
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
と
対
比
す
る
と
、
エ

ジ
プ
ト
の
通
商
活
動
に
と
っ
て
ゆ
ゆ
し
い
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
①
塾
ρ
9
5
霧
審
邑
智
蔵
置
レ
．
＜
o
同
」
F
毛
■
ま
み
よ
｛
申
．

　
②
ω
，
u
．
o
。
冨
旦
．
、
津
。
勇
夢
㊦
寓
豊
ぽ
『
§
回
。
窪
8
H
民
旦
u
。
。
戸
＝
H
冨
鵠
富

　
O
コ
け
げ
O
目
巴
騨
住
O
　
ゆ
O
囲
瓢
畠
一
P
　
ω
O
環
け
げ
諺
円
拶
σ
圃
2
　
P
コ
ニ
　
目
β
ω
け
　
〉
団
脱
一
〇
騨
断
吋
O
諺

　
夢
。
国
H
o
〈
①
冨
夢
8
↓
ノ
く
巴
津
げ
O
o
暮
轟
冨
。
・
．
、
噛
。
っ
娼
Φ
o
戸
ニ
ロ
日
讐
く
9
9
8
讐
一
㊤
鴛
曽

　
唱
や
滞
り
一
の
ω
■
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
③
℃
ぎ
鈍
。
℃
．
簿
こ
ワ
寅

　
④
系
潤
㊤
旨
”
田
ω
8
冨
曾
O
。
臼
目
①
H
8
な
」
押
℃
．
、
駐
9

　
⑤
H
⊆
自
こ
け
」
押
℃
．
濠
9

　
　
国
｝
0
9
0
や
。
随
砕
こ
℃
や
嵩
ム
ρ

　
⑥
｝
∪
舘
冨
σ
q
”
切
錠
ω
審
ざ
電
。
H
O
？
①
り
・

　
⑦
　
目
ぴ
昌
肩
”
σ
q
貯
一
切
貯
臼
噛
琵
冨
け
。
蔓
o
h
団
σ
q
冤
讐
（
一
ω
Q
。
b
。
上
玉
り
）
層
9
σ
《
／
＜
・

　
勺
。
℃
唱
㊦
斜
℃
9
ユ
9
H
＜
”
一
型
Q
Q
噂
や
悼
ド

　
⑧
囲
玄
α
こ
や
＃

　
⑨
O
■
≦
§
b
や
葺
こ
℃
．
り
Φ
．

　
　
な
お
、
ザ
ー
ヒ
リ
ー
は
は
っ
き
り
し
た
年
代
を
挙
げ
て
い
な
い
が
、
当
時
一
年
闇

　
　
に
一
〇
〇
隻
の
イ
ン
ド
船
…
が
ジ
ッ
ダ
に
入
港
し
、
税
収
入
は
年
間
二
〇
万
デ
ィ
：

　
　
ナ
ー
ル
に
達
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誇
張
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
N
自
σ
α
P
や
蒙
噸

　
⑩
〈
・
潤
嬢
p
ω
撃
層
冒
δ
〉
霞
σ
ω
9
民
謡
①
Q
り
μ
乙
転
炉
。
導
算
。
ω
⑦
く
窪
昏
8

　
芸
。
図
母
ぐ
ω
ジ
審
㊦
暮
プ
O
o
図
暴
霞
ざ
一
㊤
O
メ
℃
唱
・
◎
Q
7
G
。
り
・

　
⑪
≦
属
。
琶
唖
頸
ω
ε
三
月
0
9
5
ヨ
。
噌
8
』
」
同
噂
唱
■
塗
◎

　
　
○
．
芝
冨
ρ
o
や
。
搾
噂
℃
や
㊤
り
山
O
ρ

　
⑫
9
嵩
§
b
℃
●
簿
こ
や
り
。
。
。

　
「
⑬
　
H
σ
凌
こ
唱
．
δ
b
っ
■

　
⑭
ω
■
g
σ
昼
綴
p
邑
。
冨
σ
q
霧
。
一
献
ξ
ρ
Q
。
。
。
b
。
。
b
。
あ
ω
噂
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⑮
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①
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＼
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”
、
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d
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∩
○
＞
Q
っ
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〈
9
■
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讐
お
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⑳
〉
マ
U
碧
鑓
σ
q
魑
b
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貴
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・
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署
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㊧
　
ノ
＜
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国
3
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冨
8
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鳥
⊆
O
o
旨
日
魯
8
讐
戸
H
押
娼
唱
．
お
b
。
あ
ら
。
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⑳
　
言
閑
。
ぎ
嚢
・
鼠
輸
．
．
日
H
巴
菰
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ヨ
①
H
8
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馨
『
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冨
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曾
＝
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㌶
ρ
器
山
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遷
富
、
．
噛
｝
〉
㌔
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H
「
戸
H
＜
噛
同
○
。
い
⊃
P
℃
や
8
1
G
。
押

⑳
　
Ω
■
譲
・
H
ロ
巴
。
騨
℃
．
、
ゆ
霞
ω
p
ρ
コ
O
夢
Φ
O
o
彰
葺
震
8
0
剛
夢
Φ
け
①
〈
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簿
－
．
い

　
｝
国
ω
頃
ρ
＜
o
囲
＝
押
δ
①
ρ
唱
で
．
一
ω
劉
ミ
■

四

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
独
占
制
の
エ
ジ
プ
ト
の
商
人
層
に
も
た
ら

し
た
結
果
は
よ
り
決
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
独
占
制
の
も
た
ら
し
た

最
大
の
影
響
は
こ
の
点
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
こ
の
点
に

焦
点
を
絞
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
、
香
料
貿
易
に
従
事
し
て
き
た

商
人
た
ち
は
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
と
呼
ば
れ
る
商
人
団
で
あ
っ
た
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
と
う
り
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
商
人
た
ち
も
ス

ル
タ
ン
の
独
占
制
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
は
、
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
の
よ
う
な
エ
ジ
プ

ト
の
商
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
人
と
の
直
接
接
触
を
禁
じ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
ス
ル
タ
ン
の
倉
庫
の
み
万
胡
椒
の
貯
蔵
、
徽
引
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

従
事
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ス
ル
タ

ン
は
胡
椒
の
取
引
の
独
占
、
市
場
の
統
制
を
企
画
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
結
果
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
の
駆
逐
を
も

た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
四
三
二
年
に
は
カ
ー
リ
ミ

ー
商
人
に
対
し
て
、
ス
ル
タ
ン
の
許
可
な
し
に
香
料
を
売
る
の
を
禁

じ
、
さ
ら
に
、
彼
ら
を
集
め
て
、
胡
椒
一
ヒ
ム
ル
に
つ
き
八
○
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ー
ナ
ー
ル
の
価
格
で
強
制
的
に
売
り
つ
け
た
。
一
四
三
五
年
に
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
ア
デ
ン
よ
り
ジ
ッ
ダ
に
来
る
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア

の
商
人
に
対
す
る
関
税
を
イ
ン
ド
商
人
の
二
倍
に
し
て
い
る
が
、
こ

の
エ
ジ
プ
ト
商
人
は
具
体
的
に
は
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
を
さ
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ス
ル
タ
ン
よ
り
圧
迫
を
加
え

ち
れ
た
カ
ー
リ
ミ
i
商
人
は
解
体
へ
φ
道
を
た
ど
る
こ
と
と
な
る
の
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で
あ
る
。
最
後
の
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
切
麟
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

㊤
尉
臼
旨
σ
．
、
⊆
巴
σ
曽
（
一
四
八
四
年
死
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
五
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

紀
の
中
頃
に
は
ほ
ぼ
そ
の
活
動
を
や
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
香
料
貿
易
の
分
野
か
ら
駆
逐
さ
れ
た
カ
ー
リ
、
ミ
ー
商
人
た
ち
は
次

の
よ
う
に
変
質
し
て
い
っ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
ス
ル
タ
ン
に
仕
え
て

行
政
職
に
つ
き
、
ジ
ヅ
ダ
等
で
徴
税
官
等
の
職
に
つ
い
た
。
第
一
一
に
、

従
来
の
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
は
イ
エ
ー
メ
ン
の
ア
デ
ン
ま
で
行
く
の
を

原
則
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
遠
く
イ
ン
ド
の
カ
リ
カ
ッ
ト
、
カ

ン
ベ
イ
等
ま
で
行
く
者
が
出
て
き
た
。
い
わ
ば
、
イ
ン
ド
逃
亡
で
あ

る
。
第
三
に
、
今
ま
で
の
香
料
貿
易
の
分
野
か
ら
転
向
し
て
、
貨
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

取
引
、
こ
と
に
銅
貨
の
取
引
に
従
事
す
る
者
も
出
て
き
た
。

　
で
は
、
こ
の
ヵ
ー
リ
ミ
ー
商
人
の
解
体
後
、
エ
ジ
プ
ト
の
通
商
活

動
の
上
に
ど
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

点
を
考
え
て
い
き
た
い
。
ス
ル
タ
ン
が
直
接
に
貿
易
に
従
事
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
形
で

実
施
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
史
料
不
足
の

た
め
詳
細
な
点
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
今
ま
で
に
明
ら
か
に
な

っ
た
点
を
述
べ
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
　
エ
ジ
プ
ト
に
お

い
て
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
以
前
か
ら
政
府
の
商
業
担
当
機
関
が
存
在
し

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
　
こ
の
機
関
は
ヨ
霧
い
鍵
の
名
で
知
ら
れ

る
。
O
O
9
げ
窪
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
フ
畔
ノ
ー
テ
ィ
マ
朝
末
な
い
し

ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
初
め
の
状
態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
9
7

窯
巴
臼
昌
ヨ
一
の
税
制
書
に
そ
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
マ

ト
ジ
ャ
ル
は
ヨ
ー
μ
ッ
パ
か
ら
の
鉄
、
木
材
、
松
脂
等
の
戦
略
物
資

を
独
占
的
に
購
入
す
る
た
め
の
機
関
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
購
入
さ
れ

た
そ
れ
ら
の
戦
略
物
資
は
海
軍
工
廠
に
は
こ
ば
れ
て
、
軍
艦
、
武
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
建
造
に
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
時
代
に
は
、
こ
の
マ

ト
ジ
ャ
ル
は
ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
独
占
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
オ
ア
シ
ス
で
採
取
さ
れ
た
ミ
ョ
ウ

、
、
ハ
ソ
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
は
こ
ば
れ
、
そ
の
地
の
マ
ト
ジ
ャ
ル

が
そ
の
販
売
を
独
占
し
て
い
た
．
こ
の
ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
大
部
分
は
輸

　
　
　
⑦

出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
マ
ト
ジ
ャ
ル
は
そ
の
購
入
物
資
の
決
済

の
た
め
に
そ
の
三
分
の
一
は
貨
幣
で
支
払
い
、
残
り
の
三
分
の
二
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ミ
ョ
ウ
バ
ン
で
支
払
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
期

に
お
い
て
は
、
　
マ
ト
ジ
ャ
ル
は
戦
略
物
W
質
、
ミ
ョ
ウ
バ
ン
箏
”
の
取
引

に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
洋
貿
易
に

ま
で
は
従
事
し
て
い
な
い
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
に
入
る
と
、
こ
の

マ
ト
ジ
ャ
ル
の
役
割
は
一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
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の
時
代
に
は
鼠
臓
目
鋤
＝
（
剛
蚤
甥
（
直
轄
領
担
当
長
官
）
の
監
督
下
に
置

　
　
⑨

か
れ
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
輪
飾
販
売
（
餐
巴
『
ユ
ヨ
3
．
袈
）
の
実
施
も

行
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
三
三
七
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の

輸
入
品
で
あ
っ
た
タ
ー
ル
を
油
商
人
に
強
制
的
に
販
売
し
た
。
さ
ら

に
、
砂
糖
、
氷
砂
糖
、
蜂
蜜
、
布
、
木
材
等
を
マ
ト
ジ
ャ
ル
よ
り
売
り
つ

　
　
　
⑱

け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
マ
ト
ジ
ャ
ル
は

従
来
と
同
じ
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
戦
略
物
資
の
輸
入
に
従
事
し

つ
つ
も
、
一
方
で
は
商
人
た
ち
に
対
す
る
強
制
販
売
を
も
行
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
時
代
に
も
そ
の
存

在
が
知
ら
れ
る
。
一
四
二
九
年
に
砂
糖
の
独
占
が
行
な
わ
れ
た
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

そ
れ
に
関
与
し
た
の
は
こ
の
マ
ト
ジ
ャ
ル
で
あ
る
。
ピ
曽
℃
策
諺
は
こ

の
マ
ト
ジ
ャ
ル
が
独
占
時
代
の
商
業
担
当
機
関
で
あ
っ
た
と
し
、
カ

イ
ロ
と
ア
レ
ク
サ
ン
下
り
ア
に
こ
の
機
関
が
設
置
さ
れ
、
香
料
貿
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
も
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
通
断

条
約
に
お
い
て
は
α
碧
。
露
。
ユ
の
名
で
登
場
す
る
商
業
担
当
機
関
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼
餐
ダ
～

存
在
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
へ
の
胡
椒
の
販
売
、

そ
の
価
格
の
決
定
、
彼
ら
の
も
た
ら
し
た
金
銀
の
独
占
的
購
入
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

従
事
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
言
葉
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

（
謎
巴
（
馨
舜
と
い
う
語
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
語
は
シ
ナ

イ
山
の
修
道
院
の
文
書
の
う
ち
、
紅
海
岸
の
ト
ゥ
ー
ル
港
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

も
の
に
も
現
れ
、
香
料
の
貯
蔵
等
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
商
業
担
当
機
関
へ
香
料
を
供
給
し
た
の
は
ヒ
ジ
ャ

ー
ズ
地
方
の
ジ
ッ
ダ
に
派
遣
さ
れ
た
役
人
た
ち
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ

の
地
の
一
人
の
役
人
が
一
四
五
九
年
に
七
四
〇
〇
タ
ク
ラ
、
つ
ま
り
、

約
一
一
〇
〇
ト
ソ
と
い
う
巨
額
の
香
料
の
買
入
れ
に
成
功
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
四
五
〇
年
に
は
、
そ
の
ジ
ヅ
ダ
港
の
役
人
の
一
人
で
あ

っ
た
凝
諺
蝕
N
と
い
う
者
が
そ
の
地
で
微
収
さ
れ
た
三
万
デ
ィ
ー
ナ

ー
ル
を
横
領
し
て
イ
ン
ド
へ
逃
亡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
途
中
で
立

寄
っ
た
地
域
の
商
人
た
ち
は
ス
ル
タ
ン
の
怒
り
を
恐
れ
て
彼
と
接
触

す
る
の
を
避
け
た
た
め
に
、
彼
は
カ
リ
カ
ヅ
ト
へ
行
っ
た
。
　
そ
し

て
、
そ
こ
で
ス
ル
タ
ン
の
た
め
に
胡
椒
を
買
い
つ
け
、
帰
国
の
途
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

つ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
後
者
の
場
合
は
少
し
異
常
な
場
合
で
あ

る
が
、
役
人
が
商
業
活
動
に
参
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
ジ
ッ
ダ
港
を
基
地
と
す
る
対
カ
リ
カ
ッ
ト
香
料
貿
易

に
対
す
る
ス
ル
タ
ン
の
厳
格
な
統
制
に
つ
い
て
は
十
六
世
紀
の
ポ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ト
ガ
ル
人
も
そ
の
事
実
を
伝
え
て
い
る
。

　
で
は
今
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
事
態
が
生
ず
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
の
商
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転
層
の
間
に
ど
の
よ
う
な
動
向
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
論
じ
て
お
き
た
い
。
以
前
の
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
に
代
っ
て

登
場
し
て
き
た
商
人
た
ち
は
種
々
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
。
つ
ま
り
、

繍
葺
巴
あ
巳
桑
田
萄
鴇
目
三
笠
募
切
切
・
冨
露
目
巴
み
煽
敏
錠
と
か
の
名
で

呼
ば
れ
て
い
る
。
前
二
者
は
い
ず
れ
も
ス
ル
タ
ン
の
私
的
な
商
人
を

意
味
す
る
。
例
え
ば
、
十
四
蝕
紀
前
半
期
に
エ
ジ
プ
ト
と
ペ
ル
シ
ャ
の

間
を
往
復
し
た
商
人
に
勲
r
鼠
a
α
巴
あ
鉱
㌶
ヨ
圃
と
い
う
者
が
い
た
が
、

彼
は
富
旨
巴
漸
冨
紹
と
い
う
商
入
の
部
類
に
属
し
、
奴
隷
商
人
で
あ

　
⑱つ

た
。
同
じ
頃
に
も
、
キ
プ
チ
ャ
ッ
ク
汗
国
と
エ
ジ
プ
ト
と
の
交
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
奴
隷
商
人
で
あ
る
銭
甘
黒
身
冨
甥
が
関
与
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
の
商
人
た
ち
は
ス
ル
タ
ン
の
私
的
な
商
人
で
あ
り
、
と
く
に

奴
隷
貿
易
に
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
国
家
の
存

立
の
基
礎
を
な
す
マ
ム
ル
ー
ク
の
購
入
に
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

彼
ら
は
ス
ル
タ
ン
に
優
遇
さ
れ
、
免
税
の
特
権
を
持
っ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
商
人
は
ス
ル
タ
ン
と
の
結
び
つ
ぎ
が
こ
と
に
強
く
、
そ
の
活

動
は
政
府
の
監
察
の
も
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
商
人
た
ち
は
ス
ル

タ
ン
の
命
令
を
う
け
て
、
エ
ジ
プ
ト
と
ク
リ
ミ
ア
半
島
、
コ
ー
カ
サ

ス
地
方
等
の
マ
ム
ル
ー
ク
の
供
給
地
と
の
問
を
往
復
す
る
こ
と
を
主

た
る
任
務
と
し
て
い
た
。
彼
ら
は
ヨ
幻
．
9
一
一
一
日
宕
ご
鍵
a
白
p
三
巴
一
周
（

（
奴
隷
商
人
監
督
官
）
と
い
う
役
人
の
統
制
下
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
マ
ム
ル
ー
ク
r
レ
ジ
ー
ム
と
の
関
係
は
こ
と
に
密
接
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
な
か
に
は
、
r
こ
の
官
職
に
つ
い
て
い
た
ア
ミ
ー
ル
や
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

近
親
者
が
奴
隷
商
人
に
な
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
彼
ら

は
前
代
の
ガ
ー
リ
ミ
ー
商
人
よ
り
も
マ
ム
ル
ー
ク
・
レ
ジ
ー
ム
と
の

関
係
が
一
層
密
接
で
あ
る
。
三
番
目
の
寡
玄
「
9
で
ε
ご
鋒
は
商
人

中
の
大
な
る
者
の
意
味
で
あ
る
が
、
十
五
世
紀
に
は
こ
の
名
前
で
呼

ば
れ
る
者
が
多
い
。
例
え
ば
、
砂
糖
の
独
占
を
バ
ル
ス
バ
ー
イ
に
す

す
め
た
累
。
目
巴
血
ぢ
押
土
6
煽
象
と
い
う
商
人
も
こ
の
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
。
彼
ら
も
ス
ル
タ
ン
と
の
強
び
つ
き
の
強
い
商
人
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
者
は
ヵ
ー
リ
ミ
ー
商
人
よ
り
も
ス
ル
タ
ン
権
力
と
の
結

び
つ
き
が
強
い
わ
け
で
あ
る
。
彼
ら
は
と
も
に
三
萎
≦
帥
β
と
い
う

称
号
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
は
う
ピ
ダ
ス
の
指
摘
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
、
カ
ル
カ
シ
ャ
ン
デ
ィ
ー
は
、

外
国
系
の
大
商
人
、
こ
と
に
ペ
ル
シ
ャ
系
の
商
人
に
対
し
て
用
い
ら

れ
る
言
葉
で
あ
り
、
元
来
は
ペ
ル
シ
ャ
語
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ω
越
）
．
達
っ
ま
り
、
一
種
の
尊
称
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ト

ル
コ
語
等
で
用
い
ら
れ
る
ホ
ジ
ャ
と
同
じ
語
で
あ
る
。
カ
ル
カ
シ
ャ

ン
デ
ィ
ー
の
史
料
は
バ
ル
ス
バ
ー
イ
以
前
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
か
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ら
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
以
後
の
時
代
に
つ
い
て
全
面
的
な
妥
当
性
は
持

た
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
言
葉
が
ペ
ル
シ
ャ
語
起
源

で
あ
り
、
こ
の
尊
称
で
呼
ば
れ
る
商
人
た
ち
が
、
少
な
く
と
も
、
そ
の

最
初
の
段
階
に
お
い
て
は
、
外
国
人
と
し
て
、
ペ
ル
シ
ャ
あ
る
い
は
イ

ン
ド
方
面
出
身
の
商
人
で
あ
る
こ
と
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で

　
㊧

あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
商
人
に

イ
ラ
ク
の
バ
ス
ラ
や
ペ
ル
シ
ャ
の
タ
ブ
リ
ー
ズ
の
出
身
者
が
見
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
の
タ
イ
ト
ル
を

持
つ
商
人
の
す
べ
て
が
外
国
人
と
し
て
、
史
料
の
上
に
は
現
れ
な
い
。

エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
出
身
者
と
記
さ
れ
て
い
る
場
合
の
方
が
多
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
と
比
較
す
る
と
外
国
系
の
性
格

が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
商

人
と
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
と
の
各
々
の
活
動
範
囲
を
比
較
し
て
み
る
と
、

前
者
の
方
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
、
イ
ン
ド
方
面
で
の
活
動
が
目
立
つ
こ
と

と
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
カ
イ
リ
ミ
i
商
人
は
一
部
の
例
外

を
除
け
ば
、
原
則
と
し
て
、
イ
エ
ー
メ
ン
の
ア
デ
ン
と
エ
ジ
プ
ト
と

の
間
を
往
復
す
る
商
人
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー

の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
商
人
た
ち
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
ホ
ル
ム
ズ
、
イ
ン

ド
の
カ
ン
ベ
イ
、
カ
リ
カ
ヅ
ト
等
の
諸
港
で
活
躍
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
o
◎
巨
け
9
1
び
巴
ム
冒
諺
ザ
ヨ
ρ
ゆ
と
い
う
商
人
は
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
の
タ

イ
ト
ル
を
持
ち
、
ジ
ッ
ダ
に
お
い
て
港
湾
監
督
官
で
あ
る
。
。
冨
げ

げ
窪
α
霞
と
い
う
職
に
つ
い
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
へ
行
き
、

○
巳
σ
錠
σ
q
餌
の
地
で
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
代
理
人
と
し
て
働
い
た
。
ま

た
．
》
げ
α
巴
貞
騨
ほ
琶
と
い
う
商
人
も
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
の
タ
イ
ト
ル

を
持
ち
、
メ
ッ
カ
を
基
地
と
し
て
、
ホ
ル
ム
ズ
へ
貿
易
の
た
め
に
赴

　
⑳

い
た
。
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
商
人
の
う
ち
で
、
こ
と

に
、
汁
9
1
葺
巴
平
げ
習
伊
㌶
旨
巴
－
。
。
巳
臓
p
の
部
額
の
商
人
に
は
奴
隷
商

人
が
多
い
こ
と
を
す
で
に
述
べ
た
が
、
彼
ら
に
も
外
国
人
が
多
い
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
外
国
起
源
の
商
人
た
ち
は
自
己

の
属
す
る
確
固
た
る
組
織
を
持
た
ず
、
こ
れ
ら
の
商
人
た
ち
は
ス
ル

タ
ン
権
力
と
癒
着
す
る
可
能
性
が
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
た
ち
に
く
ら
べ

る
と
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
商
人
た
ち
は
し
だ
い
に

香
料
貿
易
に
も
従
事
す
る
よ
う
に
な
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
等
の

諸
港
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
。
イ
タ
リ
ア
側
の
文
献
で
は
o
o
N
ρ

　
　
　
　
　
　
⑱

の
名
称
で
現
れ
る
。

　
こ
の
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
商
人
た
ち
は
ス
ル
タ
ン

権
力
と
の
関
連
が
密
接
と
な
り
政
府
の
商
業
担
当
機
関
の
職
員
と
し

て
の
性
格
が
濃
厚
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
H
。
。
騨
巴
わ
9
1
昌
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と
い
う
商
人
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
香
料
取
引
を
行
な
う
際
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ス
ル
タ
ン
よ
り
資
金
を
受
け
て
行
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
独
立
し

た
企
業
家
と
し
て
の
性
格
が
薄
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
点
が
徹
底
す
る
と
、
単
に
商
人
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

国
家
の
役
人
と
し
て
官
職
に
つ
く
場
合
が
見
ら
れ
る
。
ジ
ッ
ダ
港
等

で
の
徴
税
官
、
港
湾
の
監
督
官
や
カ
ー
デ
ィ
ー
、
書
記
等
の
職
に
つ
く

こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、
十
五
世
紀
に
シ
リ
ア
で
活
躍
し
た
ハ
ワ
ー

ジ
ャ
ー
商
人
の
一
族
に
自
旨
ρ
霞
ρ
家
と
い
う
商
人
の
一
族
が
あ
る
。

初
代
の
鼠
忌
ρ
旨
巳
ρ
山
げ
・
竃
壽
巴
一
5
は
ダ
マ
ス
ク
ス
の
人
で
あ
り
、

慈
愚
者
漸
錆
鼠
で
あ
り
、
　
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
の
タ
イ
ト
ル
を
持
っ
て

　
⑳

い
た
。
そ
し
て
、
　
ス
ル
タ
ン
・
バ
ル
ス
バ
ー
イ
に
仕
え
た
。
彼
の

子
の
ゆ
P
主
僧
監
製
⇔
掴
錺
窪
σ
．
鼠
¢
ザ
9
日
B
ρ
α
σ
9
鼠
壽
巴
＝
ρ

も
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
の
タ
イ
ト
ル
を
も
ち
、
ジ
ッ
ダ
が
ス
ル
タ
ン
の
直

接
統
治
下
に
入
っ
た
時
に
、
　
そ
の
地
で
微
税
官
に
な
り
、
　
ス
ル
タ

ン
の
ジ
ヅ
ダ
支
配
に
奉
仕
し
て
い
る
。
　
そ
し
て
、
　
シ
リ
ア
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
軍
隊
の
監
察
官
に
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
子
で
あ
る
ω
ぎ
露
ω
ρ
7

臼
蓋
罵
督
ザ
㊤
】
β
語
ρ
α
げ
■
ρ
r
罎
二
N
巴
賦
ρ
は
ダ
マ
ス
ク
ス
の
シ
ャ
ー
フ

ィ
イ
ー
派
の
カ
ー
デ
ィ
ー
の
長
と
も
な
り
、
書
記
に
も
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
一
族
は
ス
ル
タ
ン
の
忠
実
な
下
僕
と
し
て
の
生
き
方

を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
商
人
の
官
界
へ
の
進
出
の
傾
向
は
、
当
時
盛
ん
に
行
な
わ
れ

た
売
官
制
に
よ
っ
て
、
　
一
層
お
し
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
傾
向
は
一
部
の
大
商
人
に
限
ら
ず
、
当
時
の
市
民
課
一
般
の
傾
向

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
と
に
、
手

工
業
者
た
ち
の
官
界
進
出
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
銅

細
工
師
の
レ
げ
o
ρ
罷
囚
ぱ
p
騨
巴
草
呂
冨
ω
と
い
う
者
が
一
四
四
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
財
務
関
係
の
役
人
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
商
人
、
手
工

業
老
が
官
僚
化
し
て
く
る
が
、
そ
れ
が
徹
底
す
る
と
、
土
地
所
有
者

化
す
る
の
で
あ
る
。
十
四
世
紀
以
来
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
軍
隊
の
う

ち
、
非
マ
ム
ル
ー
ク
軍
で
あ
る
甘
コ
α
巴
歩
巴
ρ
帥
が
イ
ク
タ
！
を
失

な
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
再
分
配
に
は
商
人
、
手
工
業
者
が

参
与
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
十
五
世
紀
中
葉
に
は
ハ
ル
カ
の
イ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

タ
ー
の
大
部
分
は
商
工
業
者
の
掌
中
に
帰
し
た
。

　
で
は
、
こ
の
ハ
ワ
イ
ジ
ャ
ー
商
人
は
そ
れ
以
前
の
商
人
、
こ
と
に

カ
イ
リ
ミ
ー
商
人
と
く
ら
べ
る
と
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る

で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
何
よ
り
も
、
彼
等
に
は
独
立
し
た
企
業
家
と

し
て
の
性
格
が
薄
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
は
、
主
と
し
て
、
徴
税
面
で
の
み
国
家
と
結
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び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ハ
ワ
イ
ジ
ャ
ー
商
人
は
政
府
の

資
金
を
受
け
て
、
こ
れ
を
運
用
し
な
が
ら
、
商
業
行
為
を
行
な
う
場

合
が
多
い
。
さ
ら
に
、
政
府
の
命
令
を
う
け
て
、
取
引
の
た
め
、

外
国
へ
赴
く
場
合
が
多
い
。
そ
し
て
、
商
贔
の
価
格
等
は
政
府
の
定

め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
商
人
に

は
政
府
の
商
．
業
担
崇
機
関
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
っ
て
く
る
。
独

占
制
の
当
然
の
結
果
と
し
て
、
ス
ル
タ
ン
権
力
と
の
結
合
と
い
う
面

が
強
化
さ
れ
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
の
保
護
の
も
と
に
特
権
商
人
と

し
て
成
長
し
て
い
く
道
も
閉
ざ
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
十
五
世
紀
末
よ
り
、
十
六
世

紀
初
頭
に
か
け
て
は
政
府
の
相
つ
ぐ
商
人
財
産
の
没
収
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
商
人
が
あ
る
程
度
以

上
に
財
産
を
蓄
え
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

先
に
触
れ
た
ダ
マ
ス
ク
ス
の
ム
ザ
ッ
リ
ク
家
の
よ
う
な
一
部
の
例
外

を
除
け
ば
、
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
商
人
の
場
合
に
は
世
襲
化
す
る
傾
向
が

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
関
連
す
る
。
し
か
る
に
、
カ
ー
リ
ミ
ー

商
人
の
場
合
に
は
、
父
子
相
伝
の
傾
向
が
あ
り
、
何
代
に
も
わ
た
る
家

系
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
譲
ゲ
母
旨
面
家
、
諸
喜
ρ
三
家
、
囚
雌
ぞ
曽
覧
両

家
の
よ
う
な
名
塚
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
名
家
は
互
い
に
分
県
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い
る
。
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
の
内
部
組
織
が
ギ

ル
ド
と
呼
ぶ
に
十
分
に
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
疑
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
持
つ
論
者
も
あ
る
が
、
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
商
人
に
対
比
す
る
と
、
か
な

り
の
内
部
写
象
｝
性
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
い
わ
ば
、
ハ
ワ
ー

ジ
ャ
ー
商
人
は
孤
立
し
た
商
人
た
ち
な
の
で
あ
る
。
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー

・
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
商
人
た
ち
を
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
と
同
じ
よ
う
に
、

一
つ
の
統
一
的
な
商
人
団
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
と
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
i
商
人
と
の
商
人
と

し
て
の
規
模
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
ラ
ビ
ー
プ
に
よ
れ
ば
、
十
五
世

紀
後
半
の
大
商
人
の
平
均
利
潤
は
約
二
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
が
、

十
四
世
紀
の
大
商
人
の
場
合
に
は
一
〇
〇
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
に
達
す

　
　
　
　
⑰

る
者
も
い
た
。
つ
ま
り
、
十
五
世
紀
の
後
半
期
を
代
表
す
る
ハ
ワ
ー

ジ
ャ
ー
商
人
と
十
四
世
紀
を
代
表
す
る
ヵ
ー
リ
ミ
ー
商
人
と
の
閥
に

は
、
そ
の
経
済
力
に
お
い
て
、
格
段
の
差
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
今
ま
で
、
述
べ
て
き
た
よ
う
な
十
五
世
紀
中
葉
以
後
の
エ
ジ
プ
ト

の
商
人
層
の
官
僚
化
と
繧
少
童
と
い
う
現
象
は
ス
ル
タ
ン
・
バ
ル
ス

バ
ー
イ
の
独
占
政
策
の
も
た
ら
し
た
最
大
の
悪
影
響
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
商
人
層
は
ス
ル
タ
ン
権
力

と
癒
着
し
、
政
府
の
商
業
独
占
政
策
に
奉
仕
す
る
忠
実
な
下
僕
と
化
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マムルーク朝の商業政策（古林）

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
市
民
層
の
健
全
な
発
展
の
阻
止
と
い

う
現
象
が
十
五
世
紀
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
見
．
ら
れ
る
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
現
象
こ
そ
、
エ
ジ
プ
ト
の
商
業
活
動
を
内
側
か
ら
崩
壊
さ

せ
て
い
く
の
に
決
定
的
意
味
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
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今
ま
で
、
エ
ジ
プ
ト
の
商
業
活
動
の
問
題
を
考
察
し
て
き
た
が
、

こ
の
時
期
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
独
占
政
策

以
後
、
商
工
業
の
発
展
が
、
き
わ
め
て
不
健
全
な
状
態
に
あ
っ
た
こ

と
を
見
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
独
占
制
の
実
施
に
伴
な
う
対
西
欧
関

係
の
悪
化
、
と
り
わ
け
、
エ
ジ
プ
ト
の
市
民
層
の
健
全
な
発
展
の
阻

止
と
い
う
現
象
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
当
時
の
知
識
人

た
ち
は
こ
の
時
代
の
社
会
・
経
済
問
題
を
ど
の
よ
う
な
眼
で
見
て
い

た
か
を
、
ご
く
簡
単
に
示
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
意
味
で
、
ま
ず
最
初
に
取
り
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は

イ
ブ
ソ
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
で
あ
ろ
う
。
彼
は
そ
の
著
名
な
国
家
論
を

展
開
さ
せ
て
い
る
箇
所
で
、
国
家
と
商
業
の
関
係
に
つ
い
て
も
論
じ

て
い
る
。
彼
は
ま
ず
、
王
朝
が
末
期
に
達
す
る
と
、
そ
の
増
大
す
る

経
費
を
ま
か
な
う
た
め
に
商
税
収
入
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
と
述

　
　
　
①

べ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
商
税
収
入
に
依
存
す
る
国
家
は
末
期
的
な
状

態
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
家
の
商
業
活
動
は
有

害
で
あ
る
と
し
、
支
配
者
は
人
民
の
商
業
活
動
に
は
干
渉
す
べ
き
で

は
な
く
、
税
収
入
を
通
し
て
の
み
、
彼
ら
と
接
触
す
べ
き
で
あ
る
。

支
配
者
が
直
接
に
商
業
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
人
民
の
労
働
意

欲
を
減
退
さ
せ
、
人
民
に
と
っ
て
も
、
支
配
者
自
身
に
と
っ
て
も
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

害
な
結
果
を
も
た
ら
す
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
家
の
商
業
行

為
へ
の
直
接
の
参
加
は
き
わ
め
て
憂
う
．
△
き
結
果
を
も
た
ら
す
と
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ソ
の
理
論
は
十

五
世
紀
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
国
家
の
歴
史
的
現
実
の
考
察
を
通
し
て
得

　
　
　
　
　
　
　
　
③

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド

ゥ
ー
ソ
の
死
後
約
二
十
年
後
に
実
施
さ
れ
た
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
独
占
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マムルーク朝の商業政策（古林）

政
策
を
考
察
し
て
い
く
と
、
こ
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
指
摘

は
き
わ
め
て
暗
示
的
で
あ
り
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
政
策
の
核
心
に
ふ

れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
弟
子
で
著
名
な
歴
史
家
で

あ
る
ρ
7
竃
お
嵩
尊
　
（
一
四
四
二
年
死
）
は
十
五
世
紀
の
初
頭
の
エ
ジ

プ
ト
の
社
会
・
経
済
状
態
を
一
四
〇
五
年
に
著
わ
さ
れ
た
著
作
の
中

で
論
じ
て
い
る
。
彼
は
自
己
の
時
代
が
危
機
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を

は
っ
き
り
と
感
じ
て
お
り
、
主
と
し
て
貨
幣
制
度
の
混
乱
に
そ
の
徴

候
を
感
じ
、
当
時
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
エ
ジ
プ
ト
の
諸
階
級
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

苦
難
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
独
占
制
の
実
施
以
後
の
一
四
五
〇
年
頃
の
マ
ム
ル
ー
ク

朝
社
会
を
論
じ
た
鉱
出
。
。
ρ
象
の
著
作
が
近
年
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

彼
は
貨
幣
制
度
、
度
量
衡
の
混
乱
に
つ
い
て
語
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
言
及
し
つ
つ
、
そ
の
背
後
に
あ
る
独
占
制
の
問
題
を
見
落
し

て
は
い
な
い
。
い
わ
ば
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ソ
が
理
論
的
に
提

示
し
た
も
の
を
ア
サ
デ
ィ
ー
は
現
実
の
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
カ
ー
リ
ミ
…
商
人
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
商

業
の
英
雄
時
代
は
は
っ
き
り
と
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
感
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
十
五
世
紀
に
お
い
て
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
国
家
が
し
だ

い
に
ラ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
国
家
へ
の
傾
斜
を
強
め
、
十
六
世
紀
の
最
後

的
な
影
響
ス
ト
ロ
ー
ク
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
内
部
的
に
ほ
ぼ
破
産

し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
①
田
村
実
造
編
『
イ
ブ
ソ
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ソ
の
歴
更
序
説
』
上
巻
、
一
九
六
四
年

忌
　
四
六
五
…
六
六
頁
。

　
②
前
掲
書
、
四
六
六
一
六
九
頁
。

　
③
イ
ブ
ソ
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ソ
は
、
；
天
二
年
以
後
、
エ
ジ
プ
ト
に
在
注
し
た
が
、

　
　
十
四
世
紀
宋
よ
り
十
置
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
エ
ジ
プ
ト
は
非
常
な
経
済
危
機
の

　
　
状
態
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
意
外
に
も
殆
ん

　
　
ど
沈
黙
し
て
い
る
。
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Tao・chif三三and．1ts　Importance　in．　the

　　　　　　　　　　Omcial　ApPointrrient

　　　　　　　　　　　　　　　　　　by．

　　　　　　　　　　　MaSumi．．Fujiyoshi．

　　．At　the．　end　qf　K’ai－yUan開元in．the　reign　of　HsUan－tsung玄宗・Tao－

chU道挙which　was　established　as「 ＝@departmeht．　of　K’o－chU科挙Was

sucρeede“．without　a　break　till　the．　end．of　the　T’ang．唐dynasty　and

exerted　considerable　influence．　・　・
This　system　was　createdi　not，throggh，the　HsUan－tsung’s　partiality

to　Taoism，　but　through　that　policy　since　the　establishment　of　the　state

in　Which　the　three　religions，　Taoism　at．　the　head，　Confucianism，　and

Buddhism，　though　unified，’ 翌?ｒｅ　made　to　shoulder　a　part’　’　of　the　．　T’ang

administratloh　on　the．premise　that　HsUan・hsUo玄学and．　Tqoism．had

bee・g・eatly・P・P・lar　sihce　LU－ch’a・六朝，・・d　th・・μgh・th・T・・r・hihl・道

士intrigue　to　get　over　Buddhism　as　a　medi血m　of．：Lao－tzU老子who

was　set　up　as　the　fQunder　of　T’ 曹獅〟D

The　process　to　the　formation．of　Tao－ChU　against　Ming－ching－K’o．明経

．科ih　whiρh　Confucianism　was．made　much　6f．Was　equal　to’agreat

retreat　of　Confucianism　and　．stimUlated　．　the’　Buddhist　party　which　・were

going　to’　overcome　the　Taoistic　party，’　resulted，　in　the　priest＄，　oMcializa－

tion．．　Besides，　the　structure．of　Shih－tai－fu’s士大夫thinking．　in　which

they　required　TaoiStic　knowledge　as’　well　as　Confqcianism　in，　public，．’

miXed　with　the　knowledge．of　Buddhism，　grew　more　confused　and　had

a　．strong　tendency　to　．　identification　by　oneself．

The　Commercial　PQIicy　of　the　Mamluk　Dynasty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　Seiichi　Kobayashi

　　The’purpose　6f　’this　paPer　is　to・examine　why　the　commercial　．　activity

of　the　Arabs’ @in　the’medieval　ages　declined．　Here　ap　attempt．was

inade　to　illusttate　the　commefce　of　Egypt　in　the　period　of　the　Mamluk

Dynasty，　which　was　the　golden’　age　’of　the　Arab　commercial　activity．

Through　the　investigation．，of　the，　relations　between，　the　commercial

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（946）

t



policies　of　the　Mamluk　Sultans　and　the　Egyptian　Merchant．　class，・I

explained　the　tnonop．olistic　policies　of　commerce　and　industry　in　the

15th．century　and　its　effeCts　’upon　the　merchant　class．

　　　　　　　　　　　　　　　　Tachai

the　q］odel　of　the　socialistic　yillage　reconstruction

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　Michihiro　Kohno

　　　Tachai・ptoductive　brigade，　a　mountain　village　in．　the　midst　of　Taihan

　・mountain　range　in　Shansi　province，　is　called　the　mQdel　of　・＄ocialistic

　　v．illage　reconStruction　in．People’s　China，　and，　since　1964，’　the　’move－

　　ment　of　“Learn　from　Tachin’　in　industry，　and　learn　from　Tachai　in

　agriculture”　was　spread　all　over　the　country．　Above　all，　in　the　midst

of．the　vigorous’storm　of　proletarian’ モ浮撃狽浮窒≠戟@revolution，　Tachi’s　reputa－

　tion　enhancqd　mbre　and　more，’　and　now’Ythe　movement　to　learn　Tachai

is　sPreading　to　the　every　corner　of　the　60untty．　Why　Tachai　is　tegarded

　as　such　aエnode1．

　　　Usually，　Tachai　has　been　held　up　as　an　exsample　of　hQw　man，　through

－s．elf－reliance　and・determined　hard　work，　can　tr．ansf6rm　natqre，　and　emerge

　from　backwardness．　The　Tachai，peasants　have．　accomplished　the　see－

　Mingly　impossible　task　of　．making　their　barrer，　rocky　hillsides　into

　fertile　terraces．　At　the　sarhe　time　Tachai　is　a　；nodel　brigade　who

　developpeq　many　high　technical　imprpvements　in　agriculture．　’　But　these，

are　not　so　serious　problein　than　the　following．　Who　was　the　motiVe

　force　for　the　upsurg’e　of　prodgctive　power？

　　　In　Tachai，　the　motive　forces　were・the　jointed　poor　peasants　and　the

lower　middle　cla．ss　peasants．　The　leaders　pf　Tachai，　who　themselves・’

were　the　sons　of　poor　peasants，　jointed　with　them，　always　worked　with

them，　discussed　with　them，　and　learned　from　them　to　accomPlish　their・

hard　enterprises．　Such　modern　“Foolish　Qld　Men　who　，rerpoved　the

MountainS”　have　learned　that　the　s’ 盾モ奄≠撃奄唐狽奄メ@reconstruction　meahs’　the

struggle　between　the’two・lines，　and，　in　fact，　they”fought　with　the．

’　reactionaries．in　the　communist　p，　arty　as，well　as．the’　former　land　lords，

or　tbe　fotmer　rich　farmers　during　the　transformqtion　moVement　for

nature．　Through　the’“Three　Revolutional　Momvement”，　that　is　the

（945）


